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はじめに

このたびはCIDRWシステム V640シ リーズをお買い上げいただき、 あ りがと う ございます。

V640シ リーズのご使用に際し て、 次のこ と を守っ て く ださい。

・ 使用される前に本書をよ く 読んで十分に理解し た上、 正し く ご使用 く だ さい。

・ 本書はいつで も参照できるよ う に、 お手元に大切に保管し て く だ さい。

当社制御機器商品をご注文いただ く 際、 見積書、 契約書、 仕様書などに特記事項のない場合には、 次の保証

内容、 責任の制限、 適合用途の条件などを適用いた し ます。

下記内容をご確認いただき、 ご承諾のう えご注文およびご使用 く だ さい。

1.保証内容

①保証期間

本製品の保証期間は、 ご購入後またはご指定の場所に納入後 １ 年といたし ます。

②保証範囲

上記保証期間中に当社側の責によ り本製品に故障を生じ た場合は、 代替品の提供または故障品の修理対

応を、 製品の購入場所において無償で実施いた し ます。

ただし、 故障の原因が次に該当する場合は、 この保証の対象範囲から除外いたし ます。

a) カ タ ログまたは取扱説明書などに記載されている以外の条件･環境･取扱いならびにご使用による場

合

b)本製品以外の原因の場合

c)当社以外による改造または修理による場合

d)本製品本来の使い方以外の使用による場合

e)当社出荷当時の科学 ・ 技術の水準では予見できなかった場合

f)その他、 天災、 災害など当社側の責ではない原因による場合

なお、 こ こ での保証は、 本製品単体の保証を意味する もので、 本製品の故障によ り誘発される損害

は保証の対象から除かれる ものと し ます。

2.責任の制限

①本製品に起因し て生じ た特別損害、 間接損害、 または消極損害に関し ては、 当社はいかなる場合も責任

を負いません。

②プログラ ミ ング可能な本製品については当社以外の者が行ったプログラム、 またはそれによ り生じ た結

果について当社は責任を負いません。

ご注文 ・ ご使用に際し てのご承諾事項
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3.適合用途の条件

①安全を確保する目的で直接的または間接的に人体を検出する用途に、本製品を使用し ないで く だ さい。同

用途には、 当社センサカ タ ログに掲載し ている安全センサをご使用 く ださい。

②本製品を他の商品と組み合わせて使用される場合、 お客様が適合すべき規格 ・ 法規または規制をご確認

く だ さ い。 また、 お客様が使用されるシステム、 機械、 装置への本製品の適合性は、 お客様自身でご確

認 く だ さい。 これら を実施されない場合は、 当社は本製品の適合性について責任を負いません。

③下記用途に使用される場合、 当社営業担当者までご相談の う え仕様書などによ り ご確認いただ く と と も

に、 定格 ・ 性能に対し余裕を持っ た使い方や、 万一故障があっ て も危険を最小にする安全回路などの安

全対策を講じ て く だ さい。

a)屋外の用途、 潜在的な化学的汚染あるいは電気的妨害を被る用途またはカ タ ログ ・ 取扱説明書など

に記載のない条件や環境での使用

b)原子力制御設備、 焼却設備、 鉄道 ・ 航空 ・ 車両設備、 医用機械、 娯楽機械、 安全装置、 および行政

機関や個別業界の規制に従う設備             

c)人命や財産に危険が及び う るシステム ・ 機械 ・ 装置

d)ガス、 水道、 電気の供給システムや24時間連続運転システムなど高い信頼性が必要な設備

e)その他、 上記 ａ )～ ｄ )に準ずる、 高度な安全性が必要と される用途

④お客様が本製品を人命や財産に重大な危険を及ぼすよ う な用途に使用される場合には、 システム全体と

し て危険を知らせた り、 冗長設計によ り必要な安全性を確保でき る よ う 設計されている こ と、 および本

製品が全体の中で意図し た用途に対し て適切に配電 ・ 設置されている こ と を必ず事前に確認し て く だ さ

い。

⑤カ タ ログなどに記載されているアプ リ ケーシ ョ ン事例は参考用ですので、 ご採用に際し ては機器 ・ 装置

の機能や安全性をご確認のう え、 ご使用 く ださい。

⑥本製品が正し く 使用されずお客様または第三者に不測の損害が生じ る こ とがないよ う 使用上の禁止事項

および注意事項をすべてご理解のう え守って く だ さい。

4.仕様の変更

カ タ ログ ・ 取扱説明書などに記載の商品の仕様および付属品は改善またはその他の事由によ り、 必要に応

じ て、 変更する場合があ り ます。 当社営業担当者までご相談のう え本製品の実際の仕様をご確認 く だ さい。

5.サービスの範囲

本製品の価格には、 技術者派遣などのサービス費用は含まれており ません。

お客様のご要望がございま し たら、 当社営業担当者までご相談 く だ さい。

6.価格

カ タ ログに記載の標準価格はあ く まで参考であ り、 確定されたユーザ購入価格を表示し たものではあ り ま

せん。 また消費税は含まれており ません。

7.適用範囲

以上の内容は、 日本国内での取引および使用を前提と し てお り ます。

日本国外での取引および使用に関し ては、 当社営業担当者までご相談 く だ さい。
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■対応規格一覧

本CIDRWシステムは、 以下の規格に対応し ています。

1.FCC (米国連邦通信委員会）

FCC Part 15 Subpart C

FCC ID ： E4E6CYCIDV6400304

* CIDRWヘ ッ ド のケーブルに付いている フ ェ ラ イ ト コ アは外さ ないで く だ さ い。

2.欧州無線 ・ EMC規格

EC/R&TTE指令(Radio and Telecommunications Terminal Equipment Directive 1999/5/EC)の要求を満足し てい

ます。

電波規格 ： EN300330 (2001）

EMC規格 ： EN301489-3 (EN301489-1）

安全規格 ： EN61010-1 ： 1993+A2

* 欧州地域にて、 本製品を使用する場合は、 本製品とDC電源間の接続ケーブルを3m以下と し て く だ さい。

■対応 SEMI 規格一覧

本CIDRWシステムは、 以下のSEMI規格に対応し ています。

・ SEMI E99 THE CARRIER ID READER/WRITER FUNCTIONAL STANDARD

・ SEMI E5 EQUIPMENT COMMUNICATION STANDARD 2 MESSAGE CONTENT (SECSⅡ)

・ SEMI E4 EQUIPMENT COMMUNICATION STANDARD 1 MESSAGE TRANSFER (SECSⅠ)

SEMIとは: Semiconductor Equipment and Materials International

SECSとは: SEMI Equipment Communications Standard

法規と規格
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●安全に使用し ていただ く ための表示と意味について

この取扱説明書では、 V640シ リーズを安全にご使用いただ く ために、 注意事項を次のよ う な表示と記号で示

し ています。 こ こ で示し た注意事項は安全に関する重大な内容を記載し ています。 必ず守って く だ さい。

表示と記号は次のとおり です。

●図記号の意味

●警告表示

以下に示すよ う な項目は安全を確保する上で必要なこ と ですので必ず守って く だ さい。

･ケースの隙間から水や針金を入れないで く ださい。 火災や感電の原因と な り ます。

･万一、 異常が発生し た場合は、 すぐに使用を中止し、 電源を切った状態で当社支店 ・ 営業所までご相談 く だ

さい。

･廃棄する と きは、 産業廃棄物と し て処理し て く だ さい。

･通電中は、 CIDRWヘ ッ ド をアンプユニ ッ ト から外さ ないで く だ さい。

電波の医用機器への影響に関し て注意し て下さい。 （社） 日本自動認識システム協会のガイ ド ラ イ ンを下記に

示し ます。

安全上のご注意

正しい取扱いを し なければ、 この危険のために、 軽傷 ・ 中程度の傷害を負った り、 万一

の場合には重症や死亡にいたる恐れがあ り ます。 また、 同様に重大な物的損害を受ける

恐れがあ り ます。

禁止

一般的な禁止を示し ます。

安全を確保する目的で直接的または間接的に人体を検出する用途に本製品は使用できま

せん。

人体保護用の検出装置と し て本製品を使用し ないで く ださい。

安全上の要点

本製品は電波を使用し たRFID機器のリ ーダラ イ タ です。そのため使用する用途・場所によ っ

ては、 医用機器に影響を与える恐れがあ り ます。 この影響を少な く するために、 運用に際

し て以下のこ と を厳守される事をお願いし ます。

　 植込み型医用機器装着者は、 装着部位を据置き タ イプ、 モジュールタ イプのRFID機器の

アンテナ部よ り22cm以内に近づかないこ と。

0intro.fm  5 ページ  ２００９年５月１９日　火曜日　午前１０時３３分
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製品が動作不能、 誤動作、 または性能 ・ 機器への悪影響を防ぐため、 以下のこ と を守って く だ さい。

■ 設置場所について
次のよ う な場所に設置し て く だ さい。

・ 直射日光があたらない場所

・ 腐食性ガス、 塵埃、 金属粉、 塩分がない場所

・ 使用温度が仕様で定められている範囲内の場所

・ 温度が急激に変化し ない場所(結露し ない場所)

・ 相対湿度が仕様で定められている範囲内の場所

・ 仕様で定められる以上の振動や衝撃が本体に直接伝わらない場所

・ 水、 油、 化学薬品の飛沫がない場所

■ 取付けについて
・ この製品は、 134kHzの周波数帯を使用し てIDタグ と交信を行っています。 ト ラ ンシーバ、 モータ、 モ

ニ タ装置、 電源(電源IC)などの中には、 ID タグ との交信に影響を与える電波( ノ イズ)を発生する もの

があ り ます。 このよ う なものの近 く でご使用になる場合は、 事前に影響を確認し て く だ さい。

・ ノ イズの影響を最小限とするため、周辺に配置された金属体はD種接地(従来の第3種接地)を し て く だ

さい。

・ アンプユニ ッ ト 取付け時の適正ねじ締め ト ルクは、 1.2N ・ mです。

・ CIDRWヘ ッ ド取付け時の適正ねじ締め ト ルクは、 0.6N ・ mです。

・複数のCIDRWヘ ッ ド を隣接設置される場合、相互干渉によ り交信性能が低下する恐れがあ り ます。相

互干渉に関する情報を参照し て設置 く だ さい。

 p.118

■ 電源、 接地線について
・ 本書で指定し た電源電圧で使用し て く ださい。

・ 電源端子の＋－を逆接続し ないで く だ さい。

・ 接地端子は必ずD種接地(従来の第3種接地)し てお使い く だ さい。

・欧州地域にて、本製品を使用する場合は、本製品とDC電源間の接続ケーブルを3m以下と して く ださい。

■ 配線作業について
・ 配線作業やケーブルを着脱する と きは、 必ず電源を切って く だ さい。

・ 高圧線や動力線と同一配線管で使用し ないで く だ さい。

・ 静電気による破損を防ぐため、 端子部分やコ ネク タ内部の信号線に触れる場合は、 リ ス ト ラ ッ プな

どを使用し て、 帯電防止措置を行っ て く だ さい。

■ ねじ止め用接着剤について
・ ねじ止め用接着剤(ねじ ロ ッ ク)は樹脂部分を劣化させ、 割れを発生させる可能性があ り ます、 樹脂部

分のねじや、 樹脂製ワ ッ シャの部分には使用し ないで く だ さい。

■ 清掃について
・ 市販のアルコールを使用し て く ださい。

・ シンナー、 ベンジンなどの有機溶剤は使用し ないで く だ さい。

使用上の注意
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■ 上位機器との通信について
－本製品の起動を確認後、 上位機器との通信を行って く だ さい

また、 本製品の起動時は上位イン ターフ ェースから不定な信号が出る可能性があ り ますので、 初期

起動時はご使用機器の受信バッ フ ァ を ク リ アするなどの処理を実施し て く だ さい。

■ 製品起動時の注意事項
－製品が故障する恐れがあ り ますので、 電源投入後やモー ド切替時、 リ セ ッ ト 等による製品起動中に

は、 電源を切らないで く だ さい。

形V700-L22は2003年版SEMI規格E99(E99-0303)に対応したCIDRWコ ン ト ローラです。形V700-L21をそのまま形

V700-L22に置換える こ とはできませんので、 も し形V700-L21から置換える場合は、 お客様にてCIDRWコ ン ト

ローラ制御プログラムを本マニュアルに記載し ている新規定に対応し て く ださい。

■ 形V700-L21との主な相違点

サポー ト ア ト リ ビ ュー ト の追加

2003年版SEMI規格E99(E99-0303)にてCIDRWア ト リ ビ ュー ト 定義CarrierIDOffsetとCarrierIDlengthが追加

されま し た。

形V700-L22では、 ユーザがMIDのID タグ内の位置とデータ長をア ト リ ビ ュー ト で指定できるよ う にな

り ま し た。

サポー ト ア ト リ ビ ュー ト 　 p.129

メ ッ セージ仕様の変更

2003年、 SEMI規格E99(E99-0303)に メ ッ セージ仕様のデータ アイテムMIDのフ ォーマ ッ ト 定義が追加さ

れま し た。 形V700-L21に対し、 形V700-L22ではデータ アイテムMIDの仕様が変更されています。

メ ッ セージ仕様 　 p.66

データ エ リ アへのアクセス機能追加

形V700-L22ではIDタグのデータ エ リ アのアクセス先をオフセ ッ ト ア ド レスで指定する機能を追加し ま

し た。

形V700-L21はIDタグのデータ エ リ アを8バイ ト 単位のセグ メ ン ト に分割し、 1セグ メ ン ト ずつデータ を

読書き し ます。 形V700-L22ではそれに加えてIDタグのデータ エ リ ア先頭からのオフセ ッ ト ア ド レスを

指定し、 1バイ ト 単位で読書きする こ とができるよ う にな り ま した。

メ ッ セージ仕様 　 p.66

形V700-L21と形V700-L22の置換え

形V700-L21を形V700-L22で置換える場合は以下の設定が必要です。

(1)ア ト リ ビ ュー ト CarrierIDOffsetとCarrierIDlengthの設定を し て く だ さい。

CarrierIDOffset＝0 と し、 CarrierIDlengthにはID書込み要求(S18F11)で指定するデータ アイテムMIDの

デー タ長を設定し て く だ さ い。 ID書込み要求(S18F11) ではア ト リ ビ ュー ト CarrierIDlength と MIDの

データ長が一致し ない場合は、 "CE"(通信エ ラー )と な り書込みされません。

(2)MIDは表示できるASCII文字のみのデータに変更し て く だ さい。

形V700-L22ではID読出し要求(S18F9)で表示できないASCII文字を含むデータ を読出すこ とができま

せん("EE"(実行エ ラー ) と な り ます）。 ID書き込み要求(S18F11)でMIDに表示できないASCII文字を含

むデータ を指定する こ と も できません。
形V700-L21では読書きするMIDは16バイ ト 固定エ リ アです。 ID書き込み要求(S18F11)で指定データ長が16バイ ト に満た

ない場合は内部で NUL を追加し て 16バイ ト に し ています。 それに対し形V700-L22 ではア ク セス可能な MIDはア ト リ

ビ ュー ト CarrierIDOffsetとCarrierIDlengthで指定し たエ リ アのみです。ア ト リ ビ ュー ト で指定し たエ リ ア しか読書き され

ませんのでご注意 く だ さ い。

形V700-L21をお使いのお客様へ
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CIDRW システム
ユーザーズマニュ アル

はじめに

このマニュアルの読み方

マークの意味

この製品について、 機能や性能を十分に発揮させるために守っ ていただきたいこ と を説明し ています。 誤った使い方は、 デー

タ破損や本体破損の原因と なる可能性があ り ますので、 よ く 読んで注意事項を守って く だ さい。

操作する上で守っ ていただきたい こ とや、 使い方のア ド バイスなど、 その性能について特に大切なポイ ン ト がま とめられてい

ます。

関連内容を記載し ているページ番号を示し ています。

困った と きに参考になる こ と を示し ています。

動作表示灯の状態

CIDRWコ ン ト ローラ、 アンプユニ ッ ト の動作表示灯の状態を、 以下の記号で示し ています。

消灯

点滅

点灯
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第 1 章

商品概要

CIDRWシステムとは 12
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システム構成 14
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使い方の流れ 18
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第1章
商品概要

CIDRWシステムとは

半導体の製造工程において、 キャ リ ア(FOUP)に取付けたキャ リ アID(IDタグ)に接触する こ と な く 、 情報を書き

込んだ り、 読出し た りするシステムです。 「Carrier ID Reader/Writer」 の略で、 本書では 「CIDRW」 と呼びます。

品種、 工程指示、 ロ ッ ト 、 検査結果などの情報を ID タグに書込んだ り読出し た り する こ と で、 上位機器で作

業指示情報を管理できます。

例 ： 半導体、 ウ ェハ製造工程の情報管理

IDタグ(ホルダ別)

CIDRWヘ ッ ド

情報を読書き

・ 品種情報

・ 工程指示情報

・ 完了情報

・ ロ ッ ト 情報

・ 検査結果

など

上位機器

アンプユニ ッ ト

CIDRWコ ン ト ローラ

1feature.fm  12 ページ  ２００９年５月１９日　火曜日　午前１０時３４分
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特 　 長

■ SEMI規格(SEMI E99、 E5、 E4)に準拠し たCIDRWシステムを構築できます。

対応規格一覧 ：

・ SEMI E99 THE CARRIER ID READER/WRITER FUNCTIONAL STANDARD

・ SEMI E5 EQUIPMENT COMMUNICATION STANDARD 2 MESSAGE CONTENT (SECSⅡ)

・ SEMI E4 EQUIPMENT COMMUNICATION STANDARD 1 MESSAGE TRANSFER (SECSⅠ)

SEMIとは: Semiconductor Equipment and Materials International

SECSとは: SEMI Equipment Communications Standard

上位機器

SECSⅠ/Ⅱ

CIDRWコ ン ト ローラ

形V700-L22

アンプユニ ッ ト

形V640-HAM12

CIDRWヘ ッ ド

形V640-HS62

SEMI規格に準拠し たCIDRWシステム

RS-232C RS-232C

IDタ グ

RI-TRP-DR2B/

RI-TRP-WR2B

(Texas Instruments製)
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第1章
商品概要

システム構成

 SECSを使用する場合

上位機器とSECSプロ ト コルで通信できます。

 SECSを使用し ない場合

上位機器とは、 オムロンオ リ ジナルのプロ ト コルで通信し ます。

CIDRWコ ン ト ローラは使用せずに、 アンプユニ ッ ト と上位機器を直接接続し ます。

具体的な接続例は、 以下のページをご覧 く だ さ い。

 p.104

リ ン クユニ ッ ト 形V700-L11を使用すれば、故障が発生し た場合やメ ンテナンス時に、CIDRWシステムを通電状態に保っ

たまま、 対象のアンプユニ ッ ト だけを着脱できます。

IDタ グからキャ リ アIDを

読出し た り、 書込んだ り

するアンテナ部です。

CIDRW ヘ ッ ド を 制御す

るユニ ッ ト です。

ホス ト 、装置コ ン ト

ローラ などです。

CIDRWヘ ッ ド

形V640-HS62

アンプユニ ッ ト

形V640-HAM12

CIDRWコ ン ト ローラ

形V700-L22
上位機器

上位機器からの命令

(SECS)によ り、 複数の

アンプユニ ッ ト を制御

し ます。

RS-232C

SECSⅠ/Ⅱ
RS-232C

ID タ グから キ ャ リ アID

を読出 し た り、 書込ん

だ り する ア ン テナ部で

す。

CIDRWヘ ッ ド を制御する

ユニ ッ ト です。

ホス ト 、装置コ ン ト

ローラ などです。

CIDRWヘ ッ ド

形V640-HS62

アンプユニ ッ ト

形V640-HAM12

上位機器

RS-232C

(オムロンオ リ ジナルのプロ ト コル)
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商品概要

各部の名称と機能

 CIDRWコ ン ト ローラ 　 形V700-L22

No. 名称 機能

1 電源表示灯(緑) 電源投入状態を表示するLEDです。 電源が入っ ている間、 点灯し ます。

2 OPERATING表示灯(緑) CIDRWシステムの状態モデルがオペレーテ ィ ング時に点灯し ます。

3 ALARM表示灯(緑) CIDRWシステムの 「AlamStatus」 が 「アラームあ り(1)」 のと きに点灯し ます。

4 BUSY表示灯(緑) CIDRWシステムの 「OparationalStatus」 が 「ビジー (BUSY)」 のと きに点灯し ます。

5 ERROR表示灯(赤) 処理の異常検出時(SSACKが 「NO」 以外の場合)に、 50ms間点灯し ます。

6 24V電源供給端子

（カバー付き）

DC24V電源を供給し ます。

7 フ レームグラ ン ド 端子

（カバー付き）

接地線を配線し ます。 (D種接地)

8 MODEスイ ッ チ 動作モー ド を切替えるためのスイ ッ チです。

 p.44

0:通常運転モー ド です。 コ ン ト ローラ取付け時は、 スイ ッ チを0に設定し て く だ さ い。

3:通信条件などを設定するための設定モー ド です。 底面のスイ ッ チを変更できない場合は、　 ス

イ ッ チを 「0」 に し たまま、 上位機器から動作モー ド を切替える こ と もできます。

1～2,4～7:設定禁止です。

9 RESETスイ ッ チ CIDRWコ ン ト ローラ を再起動し ます。

10 SECSポー ト 上位機器を接続し ます。 SECSⅠ/Ⅱに準拠し ています。

11 IDポー ト アンプユニ ッ ト またはリ ン クユニ ッ ト を接続し ます。

12 メ ンテナンス用ポー ト

(カバー付き)

使用し ません。 カバーは取外さ ないで く だ さ い。
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アンプユニ ッ ト 　 形V640-HAM12

No. 名称 機能

1 専用電源コネク タ DC24V電源を供給し ます。

2 RS-485ポー ト 複数のCIDRWヘ ッ ド を使用する場合に、 他のアンプユニ ッ ト のRS-485ポー ト またはリ ン クユニ ッ

ト のマルチ接続ポー ト と接続し ます。

3 RS-232Cポー ト CIDRWコ ン ト ローラ、 または、 上位機器と接続するポー ト です。

通信プロ ト コルはオムロンオ リ ジナルです。

4 RUN表示灯(緑) アンプユニ ッ ト が正常に動作中に点灯し ます。

5 COMM表示灯(黄) 上位機器との通信中、 または、 IDタグ との交信中に点灯し ます。

6 NORM表示灯(緑) IDタ グ との交信が正常に完了し た場合に点灯し ます。

7 ERROR表示灯(赤) 上位機器との通信中、 またはIDタ グとの交信中に異常が発生し た場合に点灯し ます。

8 CIDRWヘ ッ ド 接続

ポー ト

CIDRWヘ ッ ド を接続し ます。

9 設定DIP-SW 号機番号や通信条件、 RS-485終端抵抗を設定し ます。

V640-HAM12

MADE IN JAPAN

C
ID

R
W

 H
E

A
D

D
IP

 S
W

24V
D

C
G

R
10W

R
S

-485

AMPLIFIER UNIT

RUN

COMM

NORM

ERROR

R
S

-232C
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 CIDRWヘ ッ ド 　 形V640-HS62

 リ ン クユニ ッ ト 　 形V700-L11

No. 名称 機能

1 アンテナ IDタ グ と交信する部分です。

2 アンテナ中心 交信領域の中心です。

3 コネク タ アンプユニ ッ ト に接続し ます。

No. 名称 機能

1 マルチ接続ポー ト

(RS-485)

CIDRWコ ン ト ローラに複数のアンプユニ ッ ト を接続するポー ト です。 GR(フ レームグラ ン ド )端子も

このポー ト にあ り ます。

2 RUN表示灯(緑) リ ン クユニ ッ ト が正常に動作中に点灯し ます。

3 ID表示灯(緑) 使用し ません。

4 COMM表示灯(緑) 上位機器とのデータ送受信中に点灯し ます。

5 ERR表示灯(赤) 上位機器またはヘ ッ ド とのデータ送受信中に異常が発生し た場合に点灯し ます。

6 上位接続ポー ト

(RS-232C)

RS-232Cを使用し てCIDRWコ ン ト ローラ と接続するためのポー ト です。 工場出荷時にはダス ト カ

バーが装着されています。 使用する場合は取り外し て く だ さ い。

7 ID接続ポー ト 使用し ません。

8 24V電源供給端子

（カバー内)

DC24V電源を供給し ます。

9 設定DIP-SW

（カバー内)

号機番号や通信条件、 RS-485終端抵抗を設定し ます。

V640-HS62
CIDRW HEAD

MADE IN JAPAN
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使い方の流れ

p.22

p.27

p.44

p.56

p.60

p.61

設置する

接続する、 配線する

CIDRWコ ン ト ローラの通信条件を設定する

アンプユニ ッ ト の通信条件を設定する

p.58

リ ン クユニ ッ ト の通信条件を設定する

上位機器との通信テス ト

IDタ グ←→CIDRWシステム間の交信テス ト

周囲環境の確認

p.24

準

備

通

信

準

備

試

運

転
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p.66

p.77

p.88 　 エ ラー メ ッ セージ一覧

p.88 　 コ ン ト ローラの動作表示灯

p.89 　 動作チ ェ ッ ク フ ロー

p.94 　 エラー メ ッ セージ一覧

p.94 　 アンプユニ ッ ト の動作表示灯

p.95 　 動作チ ェ ッ ク フ ロー

SECSを使用する場合

SECSを使用し ない場合

SECSを使用し ない場合

SECSを使用する場合

困ったと きに...

交

信
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MEMO
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設 　 置

 CIDRWコ ン ト ローラ

CIDRWコ ン ト ローラの底面には、 動作モー ド (通常運転モー ド ←→設定モー ド )を切替えるスイ ッ チがあ り ます。あ ら か

じめ設定モー ド (スイ ッ チ3)で通信条件を設定し てから、 CIDRWコ ン ト ローラ を取付けて く だ さ い。

 p.44

取付け時は通常運転モー ド (スイ ッ チ0)に設定し て く だ さ い。

CIDRWコ ン ト ローラに付属されている樹脂製ワ ッ シ ャ を使用し、 M4ねじ4点で取付けて く だ さい。

・ M4ねじの適正ねじ締め ト ルクは、 1.2N･mです。

・ ねじ ロ ッ ク剤の有機溶剤を、 ねじ締付け部に塗布し ないで く だ さ い。

取付穴加工寸法

(単位:mm)
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 アンプユニ ッ ト

スプ リ ングワ ッ シャ と平ワ ッ シャ を使用し、 M4ねじ4点で取付けて く だ さい。

M4ねじの適正ねじ締め ト ルクは、 1.2N･mです。

V640-HAM12

MADE IN JAPAN

C
ID

R
W

 H
E

A
D

D
IP

 S
W

AMPLIFIER UNIT

RUN

COMM

NORM

ERROR

取付穴加工寸法

(単位:mm)
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 CIDRWヘ ッ ド

IDタグ との交信領域は、 設置方向や周囲環境(金属、 ノ イズなど)やIDタグの種類によ り大き く 変化し ま

す。 交信領域をご確認の う え、 設置位置を決定し て く だ さい。

参考と し て、 付録の 「使用条件による特性データ」 に、 交信領域図を掲載し ています。

p.106

■ CIDRWヘ ッ ド とIDタグの位置関係
どのよ う な位置関係で交信するかによ って、 交信領域が違います。

■ データの読出し と書込み
読込み時と書込み時では、 交信距離が違います。 書込み時は交信距離が短 く なるので、 読書き両方を

行 う場合は、 書込み時の距離を基準に設置し て く だ さい。

取付けの向き 交信領域(イ メ ージ図) 解説

同軸取付け CIDRWヘ ッ ド とIDタ グの中心線が同一線上

にある場合が、 最大交信領域と な り ます。

平行取付け CIDRWヘ ッ ド のアンテナ中心位置とIDタ グ

のコ イル中心位置が同一線上にある場合が、

最大交信領域と な り ます。

垂直取付け CIDRWヘ ッ ド のアンテナ中心位置とIDタ グ

の中心線が同一線上にある場合は、 交信領

域が大幅に低下し ます。
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■ 周囲金属の影響
交信領域の周辺に金属がある と、 その影響を受けるため交信領域が小さ く な り ます。

p.119

■ ノ イズの影響
本CIDRWシステムは、IDタグ との交信に134kHzを使用し ています。周囲にスイ ッ チング電源、 イ ンバー

タ、 サーボモータ、 モニ タ などがある と交信に悪影響を及ぼすため、 交信領域が小さ く な り ます。

ノ イズ測定コ マン ド (SECSを使用し ない場合のみ)を使っ て、 CIDRWヘ ッ ド 周辺の ノ イズ環境を調べる こ とができます。

p.85

ノ イズ と交信距離の関係については、 付録をご覧 く だ さい。

p.123

■ 取付け方法
取付けにはスプ リ ングワ ッ シ ャ と平ワ ッ シ ャ を使用し、 M3ねじ4点で取付けて く だ さい。

M3ねじの適正ねじ締め ト ルクは、 0.6N･mです。

V640-HS62
CIDRW HEAD

MADE IN JAPAN

取付穴加工寸法

(単位:mm)

アンテナ中心
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 リ ン クユニ ッ ト

リ ン クユニ ッ ト に付属されているワ ッ シャ を使用し、 M4ねじ2点で取付けて く だ さい。

・ M4ねじの適正ねじ締め ト ルクは、 1.2N･mです。

・ ねじ ロ ッ ク剤の有機溶剤を、 ねじ締付け部に塗布し ないで く だ さ い。

取付穴加工寸法

(単位:mm)
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接続 ・ 配線

CIDRWコ ン ト ローラ

■ 電源 ・ 接地線
 24V電源端子と フ レームグラ ン ド端子を配線し ます。

圧着端子

端子台の端子ねじは、 M3です。 M3のねじに合った圧着端子をご用意 く だ さい。

電源

次の条件を満たす電源装置をご用意 く だ さい。

配線後は、 必ずカバーを元の場所に取り付けて く だ さ い。

圧着端子

形状 大き さ

フ ォーク型

丸型

条件

電源電圧 出力電流 安全規格

DC24V +10%,-15% DC 500mA以上 UL Class2

推奨品

メ ーカ 形式

オムロン株式会社 形S82K-01524

D種接地

(接地抵抗100Ω以下)

DC24V

6mm以下

6mm以下
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■ SECSポー ト
SECSポー ト を介し て上位機器と通信するための配線方法を説明し ます。

コネク タ

コ ン ト ローラのSECSポー ト は、 D-SUB9ピンです。 ピン配列は以下のとおり です。

ピンNo. 役割 信号名 信号方向 備考

1 － NC － 未接続

2 受信データ RD 入力

3 送信データ SD 出力

4 － － 出力 常時OFF

5 信号用接地 SG －

6 － － 入力 オープンで使用し て く だ さ い

7 送信要求 RS 入力 正常動作時は常にONし ます。

8 － NC － 未接続

9 － NC － 未接続

推奨品

メ ーカ 形式

ケーブル 日立電線株式会社 CO-MA-VV-SB 5PX28AWG

コネク タ ソケ ッ ト オムロン株式会社 形XM2D-0901

フー ド 形XM2S-0913

CIDRWコ ン ト ローラ
上位機器

RS-232Cポー ト へ
SECSポー ト へ

コ ネ ク タ 口金は、 DC24V 電源端子のGR( フ

レームグラ ン ド )と導通し ています。
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配線

ケーブル長は、 15m以下に し て く だ さい。

CIDRWコ ン ト ローラ

形V700-L22

D-SUB 9ピン

ソケ ッ ト タ イ プ 　 #4-40

名称 ピンNo.

NC 1

RD 2

SD 3

NC 4

SG 5

NC 6

RS 7

NC 8

NC 9

DOS/Vパソ コ ン

D-SUB 9ピン 　

ソケ ッ ト タ イ プ 　 #4-40

ピンNo. 名称

1 NC

2 RD

3 SD

4 NC

5 SG

6 NC

7 RS

8 CS

9 NC

シール ド 線の接地は、CIDRWコ ン ト ローラ側、 またはDOS/Vパソ コ ン側のどち らか一

方で行って く だ さ い。

2set.fm  29 ページ  ２００９年５月１９日　火曜日　午前１０時３４分



30

第
 2

 章
接

続
・

配
線

CIDRW システム
ユーザーズマニュ アル

第2章
設置と接続 ・ 配線

アンプユニ ッ ト

■ CIDRWヘ ッ ド 接続コネク タ

1. コネク タの突起と CIDRW ヘ ッ ドのケーブ

ルコネク タの溝を合わせて挿入し ます

コネク タの固定部を持っ て挿入し て く だ さ い

2. 奥まで挿入し た ら、 コ ネ ク タ固定部を時

計回り にまわし てロ ッ ク し ます

■ 電源 ・ 接地線
専用電源コネク タに電源 ・ 接地線を配線し ます。

・ 接地線は、 必ずアンプユニ ッ ト 単独で配線し て く だ さ い。 接地線を他の機器と共用し た り、 建物の梁に接続する と、

悪影響を受ける こ とがあ り ます。

・ 接地点はでき るだけ近 く し、 使用する接地線の長さ をでき るだけ短 く し て く だ さ い。

・ 欧州地域にて本製品 （アンプユニ ッ ト ） を使用する場合、 アンプユニ ッ ト と DC電源間の接続ケーブルを3m以下と し

て く だ さ い。

24V+

24V-
GR

DC24V D種接地

(接地抵抗100Ω以下)

コ ネク タ
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専用電源コネク タおよびRS-485ポー ト 用コネク タ

別売りのアクセサリ形V640-A90をご用意 く ださい。

専用電源用ケーブル

ケーブルは、 AWG20～24の電線をご使用 く だ さい

ケーブルを コネク タ用ピンに圧着する と きは、 専用の工具を使って く だ さい。

電源装置

次の条件を満たす、 電源装置をご用意 く だ さい。

ア クセサリ形 V640-A90 のセ ッ ト 内容

名称 数
個別に手配される場合

メ ーカ 形式

電源コネク タ 1個 タ イ コ エレ ク ト ロニ クスアンプ株式会社 1-178288-3

電源コネク タ用ピン 3本 175217-3

RS-485ポー ト 用コネク タ 1個 フエニ ッ ク ス ･ コ ン タ ク ト 株式会社 MSTB2.5/2-STF-5.08

圧着工具の推奨品

メ ーカ 形式

タ イ コ エレ ク ト ロニ クスアンプ株式会社 919601-1

条件

電源電圧 出力電流 安全規格

DC24V +10%,-15% DC600mA以上 UL Class2

推奨品

メ ーカ 形式

オムロン株式会社 形S82K-03024
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■ RS-232Cポー ト
CIDRWコ ン ト ローラ、 または上位機器とRS-232Cポー ト を介し て接続する方法を説明し ます。

コネク タ

アンプユニ ッ ト のRS-232Cポー ト は、 D-SUB9ピンです。 ピン配列は以下のとお り です。

ピンNo. 役割 信号名 信号方向 備考

1 － NC － 未接続

2 受信データ RD 入力

3 送信データ SD 出力

4 － NC － 未接続

5 信号用接地 SG －

6 － NC － 未接続

7 送信要求 RS 出力 正常動作時は常にON

8 送信可 CS 入力

9 － NC － 未接続

上位機器

IDポー ト へ

RS-232Cポー ト へ

アンプユニ ッ ト

RS-232Cポー ト へ

RS-232Cポー ト へ

CIDRWコ ン ト ローラ

アンプユニ ッ ト

コネク タ口金は、 専用電源コネク タのGR( フ レームグラ ン ド ) と

導通し ています。
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CIDRWコ ン ト ローラ形V700-L22と接続する場合の配線

ケーブル長は、 15m以下に し て く だ さい。

推奨品
メーカ 形式

ケーブル 日立電線株式会社 CO-MA-VV-SB 5PX28AWG

コネク タ 上位機器側 ソケ ッ ト オムロン株式会社 形XM2D-0901

フー ド 形XM2S-0913

アンプユニ ッ ト

側

ソケ ッ ト 形XM2D-0901

フー ド 形XM2S-0913

アンプユニ ッ ト

形V640-HAM12

D-SUB 9ピン

ソケ ッ ト タ イプ

#4-40

名称 ピンNo.

NC 1

RD 2

SD 3

NC 4

SG 5

NC 6

RS 7

CS 8

NC 9

CIDRWコ ン ト ローラ

形V700-L22

D-SUB 9ピン

ソケ ッ ト タ イ プ

#4-40

ピンNo. 名称

1 NC

2 RD

3 SD

4 NC

5 SG

6 NC

7 RS

8 CS

9 NC

シール ド線の接地は、 アンプユニ ッ ト 側、 またはCIDRWコ ン ト ロー

ラ側のどち らか一方で行って く だ さい。

2set.fm  33 ページ  ２００９年５月１９日　火曜日　午前１０時３４分



34

第
 2

 章
接

続
・

配
線

CIDRW システム
ユーザーズマニュ アル

第2章
設置と接続 ・ 配線

DOS/Vパソ コ ン(9ピン コネク タ仕様)と接続する場合の配線

ケーブル長は、 15m以下に し て く だ さい。

DOS/V パソ コ ン側でCSの機能を使用し ている場合には、 折り返し線が必要です。

上位機器でのRS信号制御方法

1:N接続をする場合には、 上位機器から制御されたRS信号をCS信号に入力する必要があ り ます。 RS 信号はデータ送信

完了から15ms以内にOFFさせて く だ さい。 この制御を行わない と正常に通信できません。

アンプユニ ッ ト

形V640-HAM12

D-SUB 9ピン

ソケ ッ ト タ イプ

#4-40

名称 ピンNo.

NC 1

RD 2

SD 3

NC 4

SG 5

NC 6

RS 7

CS 8

NC 9

DOS/Vパソ コ ン

D-SUB 9ピン 　

ソケ ッ ト タ イプ

#4-40

ピンNo. 名称

1 NC

2 RD

3 SD

4 NC

5 SG

6 NC

7 RS

8 CS

9 NC

シール ド 線の接地は、 アンプユニ ッ ト 側、 またはDOS/Vパソ コ ン側のどち

らか一方で行って く だ さい。

アンプユニ ッ ト

形V640-HAM12

D-SUB 9ピン

ソケ ッ ト タ イプ

#4-40

名称 ピンNo.

NC 1

RD 2

SD 3

NC 4

SG 5

NC 6

RS 7

CS 8

NC 9

DOS/Vパソ コ ン

D-SUB 9ピン

ソケ ッ ト タ イプ

#4-40

ピンNo. 名称

1 NC

2 RD

3 SD

4 NC

5 SG

6 NC

7 RS

8 CS

9 NC

シール ド線の接地は、 アンプユニ ッ ト 側、 またはDOS/Vパソ コ ン側のどち

らか一方で行っ て く だ さ い。

上位側SD

上位側RS

上位機器からのデータ送信時にのみON

15ms以内
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■ RS-485ポー ト
複数のCIDRWヘ ッ ド を使用する場合に、 他のアンプユニ ッ ト のRS-485ポー ト と接続する方法を説明し

ます。

RS-485のケーブル長は、 総延長で最大50mです。

コネク タ

アンプユニ ッ ト のRS-485ポー ト 用コネク タには、 別売りのアクセサリ形V640-A90をご用意 く だ さい。

p.31

ピン配列は以下のとお り です。

RS-485ポー ト へ アンプユニ ッ ト

RS-232Cポー ト へ

CIDRWコ ン ト ローラ

コネク タ

名称 役割

－ 他のアンプユニ ッ ト の 「－」 線と配線し ます。

＋ 他のアンプユニ ッ ト の 「＋」 線と配線し ます。
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ケーブルについて

配線方法

1. ケーブルの被覆をむいた部分に圧着端子を装着し ます

2. コネク タの向きに注意し ながら各線を コネク タの各穴に差し込

みます

3. コネク タのケーブル固定用のねじ を し っかり締付けます

適正締付け ト ルクは、 0.3N ・ mです

先だけが細 く な っ ている通常のド ラ イバでは、 途中でつかえて奥まで

入り ません。 太さが一定の小型のマ イナス ド ラ イバを使用し て く だ さ

い。

4. ケーブルに取付けたコネク タ を、アンプユニ ッ ト に

接続し ます

アンプユニ ッ ト 側のコ ネ ク タ と、 ケーブル側のコ ネ ク タの向き

を合わせ、 し っかり と最後まで差し込んで固定用ねじ を締付け

て く だ さ い

コネク タ を取外すと き

ねじ ２ ヶ所を完全にゆるめてから、 コ ネク タの突起部を持っ てま っすぐに引抜いて く だ さ い。 抜けに く い と きはアン

プユニ ッ ト 本体を押さ えて引抜いて く だ さい。

推奨品

メ ーカ 形式

ケーブル RS-485信号線 立井電線株式会社 MVVS 　 2CX0.5SQ

圧着端子 1端子に1線を接続時 フ ェ ニ ッ ク ス コ ン タ ク ト 株式会社 AI0.5-8WH

1端子に2線を接続時 AI-TWIN2×0.5-8WH

圧着端子用工具 CRIMPFOX UD6

太 さ が一定の小型

マイナス ド ラ イバ
ド ラ イバ推奨品

メ ーカ 形式

オムロン株式会社 形XW4Z-00C

側面 正面

固定用ねじ
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リ ン クユニ ッ ト

■ 電源
本体上面のカバーを開ける と電源端子があ り ます。

圧着端子

端子台の端子ねじは、 M3です。 M3のねじに合った圧着端子をご用意 く だ さい。

電源

次の条件を満たす電源装置をご用意 く だ さい。

圧着端子

形状 大き さ

フ ォーク型

丸型

条件

電源電圧 出力電流 安全規格

DC24V +10%,-15% DC500mA以上 UL Class2

推奨品

メ ーカ 形式

オムロン株式会社 形S82K-01524

6mm以下

6mm以下
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■ 上位接続ポー ト
RS-232Cポー ト を介し てCIDRWコ ン ト ローラ または上位機器と接続する方法を説明し ます。

コネク タ

リ ン クユニ ッ ト の上位接続ポー ト はD-SUB9ピンです。 ピン配列は以下のとお り です。

CIDRWコ ン ト ローラリ ン クユニ ッ ト

IDポー ト へ

RS-232Cポー ト へ

上位機器ポー ト へ

リ ン クユニ ッ ト

上位機器ポー ト へ

上位機器

コネク タ口金は、 マルチ接続ポー ト のGR(フ

レームグラ ン ド )とは導通し ていません。
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CIDRWコ ン ト ローラ と接続する場合の配線

ケーブル長は、 15m以下に し て く だ さい。

ピンNo. 役割 信号名 信号方向 備考

1 － NC － 未接続

2 受信データ RD 入力

3 送信データ SD 出力

4 － NC － 未接続

5 信号用接地 SG －

6 － NC － 未接続

7 送信要求 RS 出力 正常動作時は常にON

8 送信許可 CS 入力

9 － NC － 未接続

推奨品

メ ーカ 形式

ケーブル 日立電線株式会社 CO-MA-VV-SB 5PX28AWG

コネク タ ソケ ッ ト オムロン株式会社 形XM2D-0901

フー ド 形XM2S-0913

リ ン クユニ ッ ト

形V700-L11

D-SUB 9ピン 　 メ ス

ソケ ッ ト タ イ プ 　 #4-40

名称 ピンNo.

NC 1

RD 2

SD 3

NC 4

SG 5

NC 6

RS 7

CS 8

NC 9

CIDRWコ ン ト ローラ

形V700-L22

D-SUB 9ピン 　 メ ス

ソケ ッ ト タ イ プ 　 #4-40

ピンNo. 名称

1 NC

2 RD

3 SD

4 NC

5 SG

6 NC

7 RS

8 CS

9 NC

シール ド 線の接地は、 CIDRWコ ン ト ローラ側で行っ て く だ さ い。
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DOS/Vパソ コ ン と接続する場合の配線

DOS/Vパソ コ ン側でCS機能を使用し ている場合には、 折り返し線が必要です。

上位機器でのRS信号制御方法

リ ン クユニ ッ ト を使用し て1:N接続をする場合には、上位機器から制御されたRS信号をCS信号に入力する必要があ り ま

す。 RS信号はデータ送信完了から15ms以内にOFFさせて く だ さ い。 この制御を行わない と正常に通信できません。

リ ン クユニ ッ ト

形V700-L11

D-SUB 9ピン

ソケ ッ ト タ イ プ 　 #4-40

名称 ピンNo.

NC 1

RD 2

SD 3

NC 4

SG 5

NC 6

RS 7

CS 8

NC 9

DOS/Vパソ コ ン

D-SUB 9ピン

ソケ ッ ト タ イ プ 　 #4-40

ピンNo. 名称

1 NC

2 RD

3 SD

4 NC

5 SG

6 NC

7 RS

8 CS

9 NC

シール ド 線の接地は、 DOS/Vパソ コ ン側で行って く だ さい。

リ ン クユニ ッ ト

形V700-L11

D-SUB 9ピン

ソケ ッ ト タ イ プ 　 #4-40

名称 ピンNo.

NC 1

RD 2

SD 3

NC 4

SG 5

NC 6

RS 7

CS 8

NC 9

DOS/Vパソ コ ン

D-SUB 9ピン

ソケ ッ ト タ イ プ 　 #4-40

ピンNo. 名称

1 NC

2 RD

3 SD

4 NC

5 SG

6 NC

7 RS

8 CS

9 NC

シール ド 線の接地は、 DOS/Vパソ コ ン側で行って く だ さい。

上位側SD

上位側RS

上位機器からのデータ送信時にのみON

15ms以内
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■ マルチ接続ポー ト
アンプユニ ッ ト と接続する方法を説明し ます。

コネク タ

ピンNo. 名称 役割

5 － 配線不要です。 (回路内部で、 端子2と短絡)

4 ＋ 配線不要です。 （回路内部で、 端子1と短絡)

3 GR D種接地し ます。 (接地抵抗100Ω以下)

2 － アンプユニ ッ ト の 「－」 線と配線し ます。

1 ＋ アンプユニ ッ ト の 「＋」 線と配線し ます。

リ ン クユニ ッ ト

アンプユニ ッ トRS-485ポー ト へ
マルチ接続ポー ト へ
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ケーブル

配線方法

1. ケーブルの被覆をむいた部分に圧着端子を装着し ます

2. コネク タの向きに注意し ながら各線を コネク タの各穴に差し込

みます

3. コネク タのケーブル固定用のねじ を し っかり締付けます

適正締付け ト ルクは、 0.3N ・ mです

先だけが細 く な っ ている通常のド ラ イバでは、 途中でつかえて奥まで

入り ません。 太さが一定の小型のマ イナス ド ラ イバを使用し て く だ さ

い。

4. ケーブルに取付けたコネク タ を、 リ ン クユニ ッ ト

に接続し ます

リ ン クユニ ッ ト 側のコ ネク タ と、 ケーブル側のコ ネク タの向

き を合わせ、 し っかり と最後まで差し込んで固定用ねじ を締

付けて く だ さ い

コネク タ を取外すと き

固定ねじ ２ ヶ所を完全にゆるめてから、 コ ネク タの突起部を持っ てま っすぐに引抜いて く だ さ い。 抜けに く い と きは

リ ン クユニ ッ ト 本体を押さ えて引抜いて く だ さ い。

推奨品

メ ーカ 形式

ケーブル RS-485信号線 立井電線株式会社 MVVS 　 2CX0.5SQ

フ レームグラ ン ド 線 AWG22～20のケーブル

圧着端子 1端子に1線を接続時 フ ェ ニ ッ ク ス コ ン タ ク ト 株式会社 AI0.5-8WH

1端子に2線を接続時 AI-TWIN2×0.5-8WH

圧着端子用工具 CRIMPFOX UD6

先の太さが一定の小型

マ イナス ド ラ イバ

ド ラ イバ推奨品

メ ーカ 形式

オムロン株式会社 形XW4Z-00C

側面 正面

固定用ねじ
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第 3 章

通信の準備

CIDRWコ ン ト ローラの通信条件を設定する 44

アンプユニ ッ ト の通信条件を設定する 56

リ ン クユニ ッ ト の通信条件を設定する 58

通信テス ト 60
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CIDRWコ ン ト ローラの通信条件を設定する

SECSを使用する場合のみ、 CIDRWコ ン ト ローラの通信条件を設定し て く だ さい。

設定モー ド に切替える

CIDRWコ ン ト ローラには 「通常運転モー ド」 と 「設定モー ド」 の2つの動作モー ドがあ り ます。 通信条

件を設定する と きは 「設定モー ド」 に切替えます。

切替方法は、 2種類あ り ます。 状況に合わせて適切な方法を選んで く だ さい。

■ 底面のモー ド スイ ッ チを切替える
取付け前に、 設定する と きに便利な方法です。

1. CIDRWコ ン ト ローラの電源を切り ます

2. 底面のモー ド スイ ッ チを 「3」 に切替えます

3. 使用する機器がすべて接続された状態で電源を入れます

設定モー ド で起動され、 動作表示灯が次のよ う に動作し ます

OPERATING ALARMS BUSY ERROR

1
設定モー ド に

切替える

2
タ ー ミ ナルソ

フ ト を起動す

る

3
通信条件のパ

ラ メ ー タ を設

定する

4
キャ リ ア IDを

変更する

5
デー タ セグ メ

ン ト エ リ ア を

変更する

6
応答タ イムア

ウ ト 時間を変

更する

7
ソ フ ト レ ビ

ジ ョ ン を設定

する

8
通常運転モー

ド に戻す

2 1 0 7

6

573

2 1 0 7

6

573
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■ 上位機器から切替コマン ド を送信する
すでに取付けが完了し、 底面のスイ ッ チを 「3」 に変更できないと きに便利な方法です。

通常運転モー ド 稼動中に、 上位機器から コ マン ド を送信し て、 設定モー ド に切替えます。

1. 上位機器からサブシステムコ マン ド (S18F13 ChangeState CPVAL1="PS")を送信し ます

p.73

CPVAL1="PS"は形V700-L22独自の拡張指定で、 SEMI規格に準拠する ものではあ り ません。

自動的に再起動され、 設定モー ド に切替わり ます

動作表示灯が次のよ う に動作し ます

ター ミ ナルソ フ ト を起動する

上位機器のター ミ ナルソ フ ト を使用し て設定し ます。

設定モー ド のコ マン ド および通信条件はオムロンオ リ ジナルです。 SEMI規格に準拠する ものではあ り ません。

ター ミ ナルソ フ ト には、 Windowsに標準装備されているHyper Treminalなどをお使い く だ さ い。

上位機器と CIDRW コ ン ト ローラ間の通信条件は固定です。 ター ミ ナルソ フ ト 側で以下のよ う に設定し

て く だ さい。

OPERATING ALARMS BUSY ERROR

項目 設定

通信速度 9600bps

データ長 8bit

パリ テ ィ EVEN

ス ト ッ プビ ッ ト 1

通信制御 な し

送信コー ド 行末 （[ENTER]入力時） に改行文字([LF])を付ける

表示 ローカルエ コー
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通信条件のパラ メ ータ を設定する

上位機器のター ミ ナルソ フ ト から、変更するパラ メ ータ を指定し ます。コ マン ド と設定できるパラ メ ー

タは以下のとお り です。

設定コ マン ド はSEMI規格に準拠する ものではあ り ません。

ター ミ ナルソ フ ト には、 Windowsに標準装備されているHyper Treminalなどをお使い く だ さ い。

コ マン ド一覧

指示 コ マン ド 入力 解説

パラ メ ー タ指定 (タ グ名称)=(設定値)<CRLF> タ グ名称に対するパラ メ ータの値を指定し ます。

パラ メ ー タ確定 ::END これまでに受信し たパラ メ ータ指定の内容をチ ェ ッ ク し、 正常であれば

設定を確定し ます。

コ メ ン ト ＃(コ メ ン ト )<CRLF> 

または

CRLF

コ メ ン ト 行と し て無視し ます。

タグ名称一覧

分類 パラ メ ータ タ グ名称 設定範囲
工場出荷時

の設定

プロ ト コル 通信速度 S_BAUD 1200,2400,4800,9600,19200,38400,57600,

115200bps

9600bps

デバイスID S_DEVID 0～32767 0

キャ ラ ク タ間タ イムアウ ト S_T1 0.1～10s 0.5s

プロ ト コルタ イムアウ ト S_T2 0.2～25s 10s

返信タ イムアウ ト S_T3 1～120s 45s

ブロ ッ ク間タ イムアウ ト S_T4 1～120s 45s

リ ト ラ イ リ ミ ッ ト S_RTY 0～31 3

マス タ／スレーブ S_MS M ： マス タ

S ： スレーブ

M

SECS 2重ブロ ッ ク検出有無 S_DB 1:直前に受信し た正し いブロ ッ ク と、 現在受信し

たブロ ッ クのヘ ッ ダを比較し て、 2重ブロ ッ ク

の検出を行います。

0 ： 2重ブロ ッ ク検出を行いません。

0

ソースID S_SRC 0～32767 0

シングルブロ ッ クNo. S_BNO 0,1 1

動作 アンプユニ ッ ト ・ リ ン クユ

ニ ッ ト との通信速度

C_BAUD 9600,19200,38400bps

通信速度の設定は、 同一システム構成内で統一

し て く だ さい。

9600bps

ヘ ッ ド 数カウン ト 処理 C_HEAD 0～31

0:起動時にヘ ッ ド 数を自動検出し ます。 接続ヘ ッ

ド 数の増減があっ て も自動的に認識し ます。

1～31:ヘ ッ ド 数を指定し ておきます。 検出された

ヘ ッ ド の数と指定されたヘ ッ ド 数を比較し

ます。 ヘ ッ ド 故障などでヘ ッ ド 数が変化し

た と きに、 異常 （アラームあ り） を検出で

きます。

ヘ ッ ド が接続されていない場合や接続され

ているヘ ッ ド に異常を検出し た場合、 ヘ ッ

ド 数指定と合わない場合に、 異常(アラー

ムあ り)を検出できます。

0
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1. 変更するパラ メ ータ を指定し ます

1つ目のパラ メ ータ を指定する と、 ALARMS表示灯が点滅状態と な り ます

2. パラ メ ータの変更を確定し ます

入力されたパラ メ ータのチ ェ ッ クおよび書込みが行われます

書込みが完了する と、 結果を表す メ ッ セージが表示されます

ALARMS表示灯が点灯状態と な り ます

異常終了し た場合、 パラ メ ー タは更新されません。

[ ]内はエ ラーを最初に検出し た行数を示し ます。 受信文字中にパリ テ ィ

異常が発生し た場合は、 「0」 にな り ます。

この情報を元に、 送信内容を確認し て く だ さい。

キー入力するデー タ を以下のよ う にテキス ト フ ァ イルと し て作成し、 タ ー ミ ナルのテキス ト フ ァ イル送信機能を使っ

て送信する と便利です。

S_BAUD=19200

S_DEVID=1

S_BNO=0

_

::END 

_

SETUP_COMPLETE

_

SETUP_FAILED [2]_

正常に終了し た場合

異常終了し た場合

#Parameter Setting File for SystemA

#Protocol

S_BAUD=19200

S_DEVID=1

#SECS

S_BNO=0

::END

例 ： PRM.TXT
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■ 正し く 設定されたか確認する
現在の設定内容を出力し て、 正し く 設定できたか確認できます。

1. 上位機器からパラ メ ータ出力コ マン ド 「::GET_PARAM」 を

送信し ます

現在の通信パラ メ ータの設定内容が表示されます

キャ リ ア IDを変更する

キャ リ アIDを読み出すためには、 IDタグのメ モ リ中のキャ リ アIDを設定できる領域 （CarrierIDField） 中

にCID を 指定す る必要があ り ま す。 こ こ では、 「キ ャ リ ア ID のオ フ セ ッ ト 」 （ア ト リ ビ ュ ー ト 名 ：

CarrierIDOffset） と 「キャ リ アIDのバイ ト 数」 （ア ト リ ビ ュー ト 名 ： CarrierIDLength） をIDタグのメ モ リ

マ ッ プに設定する手順を説明し ます。

コ マン ド と設定でき るパラ メ ータは以下のとお り です。

・ キャ リ アID領域(*)を超える設定は不可能です。 も し、 設定し た場合は、 エラーと な り ます。

*:(CIDOF+CIDLN)≦T_CIDLEN

・ 「キャ リ アIDのオフセ ッ ト 」 と 「キャ リ アIDのバイ ト 数」 はL22モー ド でのみ変更する こ とが可能です。 L21モー ド では

変更できません。 L22モー ド から L21モー ド に変更し た場合、 「キャ リ アIDのオフセ ッ ト 」 と 「キャ リ アIDのバイ ト 数」

は初期値にな り ます。

・ RI-TRP-WR2Bのメ モ リ容量は8バイ ト ですので、 「キャ リ アIDのオフセ ッ ト 」 と 「キャ リ アIDのバイ ト 数」 は実際のメ

モ リ容量を超えないよ う に設定し て く だ さい。

コ マン ド一覧

指示 コ マン ド 入力 解説

パラ メ ー タ指定 (タ グ名称)=(設定値)<CRLF> タ グ名称に対するパラ メ ータの値を指定し ます。

パラ メ ー タ確定 ::END これまでに受信し たパラ メ ータ指定の内容をチ ェ ッ ク し、 正常であれば

設定を確定し ます。

コ メ ン ト ＃(コ メ ン ト )<CRLF> 

または

CRLF

コ メ ン ト 行と し て無視し ます。

タグ名称一覧

パラ メ ータ タ グ名称 設定範囲 工場出荷時の設定

キャ リ アIDのオフセ ッ ト CIDOF 0～15 0

キャ リ アIDのバイ ト 数 CIDLN 01～16 16

::GET_PARAM

S_BAUD=19200

S_DEVID=1

S_T1=0.5

S_T2=10.0

S_T3=45

S_T4=3

S_RTY=3

S_MS=M

S_SRC=0

S_BNO=0

C_BAUD=9600

C_HEAD=0

::END

_
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通信の準備

1. 変更するパラ メ ータ を指定し ます

一つ目のパラ メ ータ を指定する と、 ALARM表示灯が点滅状態と な り ます

2. パラ メ ータの変更を確定し ます

入力されたパラ メ ータのチ ェ ッ クおよび書込みが行われます

■ 正し く 設定されたか確認する
現在の設定内容を出力し て、 正し く 設定できたか確認できます。

1. 上位機器からパラ メ ータ出力コ マン ド 「::GET_E99SYS」 を

送信し ます

キャ リ アIDの設定内容が表示されます

RT、CIDOF、CIDLN以外の動作パラ メ ータは変更し ないで く だ さ

い。

正常に動作し な く なる こ とがあ り ます。

データ セグ メ ン ト エ リ アを変更する

IDタグ(RI-TRP-DR2B/RI-TRP-WR2B 　 Texas Instruments製)と交信するためには、 データ セグ メ ン ト エ

リ ア(IDタグの メ モ リ マ ッ プ)の変更が必要です。 こ こ では、データ セグ メ ン ト エ リ アを変更する手順を

説明し ます。

IDタ グのメ モ リ マ ッ プ p.124

コ マン ド と設定でき るパラ メ ータは以下のとお り です。

コ マン ド一覧

指示 コ マン ド 入力 解説

パラ メ ー タ指定 (タ グ名称)=(設定値)<CRLF> タ グ名称に対するパラ メ ータの値を指定し ます。

パラ メ ー タ確定 ::END これまでに受信し たパラ メ ータ指定の内容をチ ェ ッ ク し、 正常であれば

設定を確定し ます。

コ メ ン ト ＃(コ メ ン ト )<CRLF> 

または

CRLF

コ メ ン ト 行と し て無視し ます。

タグ名称一覧

パラ メ ータ タ グ名称 設定範囲 工場出荷時の設定

キャ リ アIDのバイ ト 数 T_CIDLEN 8, 16

（CIDOF+CIDLN） ≦T_CIDLENに設定する必要があ り ます。

16

セグ メ ン ト 名称 T_SEGN "S01"～"S99" "S01"～"S28"

セグ メ ン ト のバイ ト 数 T_SEGL 8(固定) 8

CIDOF=0

CIDLN=16

::END

_

::GET_E99SYS

RT=10.0

CT=0.1

RTY=3

DINST=

MENT=

MODEL=L22

HREV=001.04

CIDOF=00

CIDLN=16

::END

_
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1. 上位機器から右のとお り に入力し ます

1つ目のパラ メ ータ を指定する と、 ALARMS表示灯が点滅状態と な り ます

2. パラ メ ータの変更を確定し ます

入力されたパラ メ ータのチ ェ ッ クおよび書込みが行われます

書込みが完了する と、 結果を表す メ ッ セージが表示されます

ALARMS表示灯が点灯状態と な り ます

異常終了し た場合、 パラ メ ー タは更新されません。

[ ]内はエ ラーを最初に検出し た行数を示し ます。 受信文字中にパリ テ ィ

異常が発生し た場合は、 「0」 にな り ます。

この情報を元に、 送信内容を確認し て く だ さい。

・ RI-TRP-WR2Bを使用する場合、 T_CIDLEN＝8、 セグ メ ン ト の設定無し と し て く だ さ い。

T_CIDLEN=16

T_SEGN=S01

T_SEGL=8

T_SEGN=S02

T_SEGL=8

T_SEGN=S03

T_SEGL=8

T_SEGN=S04

T_SEGL=8

T_SEGN=S05

T_SEGL=8

T_SEGN=S06

T_SEGL=8

T_SEGN=S07

T_SEGL=8

T_SEGN=S08

T_SEGL=8

T_SEGN=S09

T_SEGL=8

T_SEGN=S10

T_SEGL=8

T_SEGN=S11

T_SEGL=8

T_SEGN=S12

T_SEGL=8

T_SEGN=S13

T_SEGL=8

T_SEGN=S14

T_SEGL=8

T_SEGN=S15

T_SEGL=8

_

::END 

_

SETUP_COMPLETE

_

SETUP_FAILED [2]_

正常に終了し た場合

異常終了し た場合
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■ 正し く 設定されたか確認する
現在の設定内容を出力し て、 正し く 設定できたか確認できます。

1. 上位機器からパラ メ ー タ出力コ マン ド 「::GET_SEG」 を送

信し ます

データ セグ メ ン ト エ リ アが表示されます

::GET_SEG

T_CIDLEN=16

T_SEGN=S01

T_SEGL=8

T_SEGN=S02

T_SEGL=8

T_SEGN=S03

T_SEGL=8

T_SEGN=S04

T_SEGL=8

T_SEGN=S05

T_SEGL=8

T_SEGN=S06

T_SEGL=8

T_SEGN=S07

T_SEGL=8

T_SEGN=S08

T_SEGL=8

T_SEGN=S09

T_SEGL=8

T_SEGN=S10

T_SEGL=8

T_SEGN=S11

T_SEGL=8

T_SEGN=S12

T_SEGL=8

T_SEGN=S13

T_SEGL=8

T_SEGN=S14

T_SEGL=8

T_SEGN=S15

T_SEGL=8

::END

_
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応答タ イムアウ ト 時間を変更する

CIDRWコ ン ト ローラの初期設定で、 ID タグ(RI-TRP-DR2B 　 Texas Instruments製)のデータの読出し/書

込みを実施し た場合、 「応答タ イムアウ ト 」 になる こ と こ とがあ り ます。 必ず、 応答タ イムアウ ト 時間

を 「10s」 に設定し て く だ さい。

コ マン ド と設定でき るパラ メ ータは以下のとお り です。

1. 応答タ イムアウ ト 時間を 「10.0」 に設定し ます

2. パラ メ ータの変更を確定し ます

入力されたパラ メ ータのチ ェ ッ クおよび書込みが行われます

書込みが完了する と、 結果を表す メ ッ セージが表示されます

ALARMS表示灯が点灯状態と な り ます

異常終了し た場合、 パラ メ ー タは更新されません。

[ ]内はエ ラーを最初に検出し た行数を示し ます。 受信文字中にパリ テ ィ

異常が発生し た場合は、 「0」 にな り ます。

この情報を元に、 送信内容を確認し て く だ さい。

コ マン ド一覧

指示 コ マン ド 入力 解説

パラ メ ー タ指定 (タ グ名称)=(設定値)<CRLF> タ グ名称に対するパラ メ ータの値を指定し ます。

パラ メ ー タ確定 ::END これまでに受信し たパラ メ ータ指定の内容をチ ェ ッ ク し、 正常であれば

設定を確定し ます。

コ メ ン ト ＃(コ メ ン ト )<CRLF> 

または

CRLF

コ メ ン ト 行と し て無視し ます。

タグ名称一覧

パラ メ ータ タ グ名称 設定範囲 工場出荷時の設定

応答タ イムアウ ト 時間 RT 10.0(固定) 2.5

RT=10.0

_

::END 

_

SETUP_COMPLETE

_

SETUP_FAILED [2]_

正常に終了し た場合

異常終了し た場合
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■ 正し く 設定されたか確認する
現在の設定内容を出力し て、 正し く 設定できたか確認できます。

1. 上位機器からパラ メ ータ出力コ マン ド 「::GET_E99SYS」 を

送信し ます

現在の動作パラ メ ータの設定内容が表示されます

RT、 CIDOF、 CIDLN以外の動作パラ メ ー タは変更し ないで く だ

さい。

正常に動作し な く なる こ とがあ り ます。

ソ フ ト レビジ ョ ンを設定する

形V700-L22を従来機種である形V700-L21と同様の動作に変更できます。

コ マン ド と設定でき るパラ メ ータは以下のとお り です。

1. 変更するパラ メ ータ を指定し ます

一つ目のパラ メ ータ を指定する と、 ALARM表示灯が点滅状態と な り ます

2. パラ メ ータの変更を確定し ます

入力されたパラ メ ータのチ ェ ッ クおよび書込みが行われます

コ マン ド一覧

指示 コ マン ド 入力 解説

パラ メ ー タ指定 (タ グ名称)=(設定値)<CRLF> タ グ名称に対するパラ メ ータの値を指定し ます。

パラ メ ー タ確定 ::END これまでに受信し たパラ メ ータ指定の内容をチ ェ ッ ク し、 正常であれば

設定を確定し ます。

コ メ ン ト ＃(コ メ ン ト )<CRLF> 

または

CRLF

コ メ ン ト 行と し て無視し ます。

タグ名称一覧

パラ メ ータ タ グ名称 設定範囲 工場出荷時の設定

ソ フ ト レビジ ョ ン RVER 2.00 ： 形V700-L22モー ド

1.10 ： 形V700-L21モー ド

2.00

::GET_E99SYS

RT=10.0

CT=0.1

RTY=3

DINST=

MENT=

MODEL=L22

HREV=001.04

CIDOF=00

CIDLN=16

::END

_

RVER=1.10

::END 

_
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■ 正し く 設定されたか確認する
現在の設定内容を出力し て、 正し く 設定できたか確認できます。

1. 上位機器からパラ メ ー タ出力コ マン ド 「::GET_VER」 を送

信し ます

ソ フ ト レビジ ョ ンの設定内容が表示されます

通常運転モー ド に戻す

■ 底面のモー ド スイ ッ チをで切替えている場合

1. CIDRWコ ン ト ローラの電源を切り ます

2. 底面のモー ド スイ ッ チを 「0」 に切替えます

3. 使用する機器がすべて接続された状態で電源を入れます

通常運転モー ド で起動されます

モー ド スイ ッ チを 「3」 にし たまま再起動し た り、 リ セ ッ ト コ マン ド 「::EXIT」 を送信し て も、 設定モー ド で起動されて

し まいます。 通常運転モー ド に切替えるには、 必ずモー ド スイ ッ チを 「0」 に切替えて く だ さ い。

■ 上位機器から コ マン ド を送信し て切替えている場合

1. 上位機器か ら リ セ ッ ト コ マ ン ド 「::EXIT」 を送信するか

CIDRWコ ン ト ローラの電源をいったん切り、再投入し ます

通常運転モー ド で起動されます

::GET_VER

RVER=1.10

::END

_

2 1 0 7

6

573

2 1 0 7

6

573

::EXIT

_
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(参考)
コ マン ド一覧

指示 コ マン ド 入力 解説

パラ メ ー タ指定 (タ グ名称)=(設定値)<CRLF> タ グ名称に対するパラ メ ータの値を指定し ます。

パラ メ ー タ確定 ::END これまでに受信し たパラ メ ータ指定の内容をチ ェ ッ ク し、 正常であれば

設定を確定し ます。

コ メ ン ト ＃(コ メ ン ト )<CRLF> 

または

CRLF

コ メ ン ト 行と し て無視し ます。

パラ メ ー タ出力 ::GET_PARAM 設定されているパラ メ ー タ(プロ ト コル、 SECS、 動作)を出力し ます。

::GET_SEG 設定されているパラ メ ー タ(IDタ グのメ モ リ マ ッ プ)を出力し ます。

::GET_E99SYS 設定されているパラ メ ー タ(動作)を出力し ます。

::GET_VER 設定されているパラ メ ー タ(ソ フ ト レビジ ョ ン)を出力し ます。

リ セ ッ ト :EXIT CIDRWコ ン ト ローラ を再起動し ます。

タグ名称一覧

分類 パラ メ ータ タ グ名称 設定範囲
工場出荷時の

設定

プロ ト コル 通信速度 S_BAUD 1200,2400,4800,9600,19200,38400,57600,

115200bps

9600bps

デバイスID S_DEVID 0～32767 0

キャ ラ ク タ間タ イムアウ ト S_T1 0.1～10s 0.5s

プロ ト コルタ イムアウ ト S_T2 0.2～25s 10s

返信タ イムアウ ト S_T3 1～120s 45s

ブロ ッ ク間タ イムアウ ト S_T4 1～120s 45s

リ ト ラ イ リ ミ ッ ト S_RTY 0～31 3

マス タ／スレーブ S_MS M ： マス タ

S ： スレーブ

M

SECS 2重ブロ ッ ク検出有無 S_DB 1:直前に受信し た正しいブロ ッ ク と、 現在受信し

たブロ ッ クのヘ ッ ダを比較し て、 2重ブロ ッ ク

の検出を行います。

0 ： 2重ブロ ッ ク検出を行いません。

0

ソースID S_SRC 0～32767 0

シングルブロ ッ クNo. S_BNO 0,1 1

動作 アンプユニ ッ ト ・ リ ン クユ

ニ ッ ト との通信速度

C_BAUD 9600,19200,38400bps

通信速度の設定は、 同一システム構成内で統一

し て く だ さ い。

9600bps

ヘ ッ ド 数カウン ト 処理 C_HEAD 0～31

0:起動時にヘ ッ ド 数を自動検出し ます。 接続ヘ ッ

ド 数の増減があっ ても自動的に認識し ます。

1～31:ヘ ッ ド 数を指定し ておきます。 検出された

ヘ ッ ド の数と指定されたヘ ッ ド 数を比較し

ます。 ヘ ッ ド 故障などでヘ ッ ド 数が変化し

た と きに、 異常 （ア ラームあ り） を検出で

きます。

ヘ ッ ド が接続されていない場合や接続され

ているヘ ッ ド に異常を検出し た場合、 ヘ ッ

ド 数指定と合わない場合に、 異常(ア ラーム

あ り)を検出できます。

0

IDタ グ キャ リ アIDのバイ ト 数 T_CIDLEN 16(固定) 16

セグ メ ン ト 名称 T_SEGN "S01"～"S99" "S01"～"S28"

セグ メ ン ト のバイ ト 数 T_SEGL 8(固定) 8

E99 応答タ イムアウ ト 時間 RT 10.0s(固定) 2.5s

キャ リ アIDオフセ ッ ト CIDOF 00～15 00

キャ リ アIDレングス CIDLEN 01～16 16
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アンプユニ ッ ト の通信条件を設定する

アンプユニ ッ ト 側面のDIP-SWを使って、 通信条件を設定し ます。

DIP-SWを変更後、 再起動し て く ださい。 再起動し ないと変更内容は反映されません。

通信速度

選択肢
DIP-SW

説明
6 7

38400bps ON ON 通信速度の設定は、 同一システム構成内で統一し て く だ さい。

19200bps OFF ON

9600bps(工場出荷時) OFF OFF

4800bps ON OFF

RS-485 終端抵抗

選択肢
DIP-SW

説明
10

無効 OFF マルチ ド ロ ッ プの両端のユニ ッ ト のみをON、 それ以外のユニ ッ ト はOFFに設定し て く だ さ い。 1台のみ使

用する場合は、 ONに し て く だ さ い。

また、 複数個使用し ているアンプユニ ッ ト の一部を切り離し て使用するケースを想定を されている場合

は、 全アンプユニ ッ ト の終端抵抗をすべてOFFにし、 両端のユニ ッ ト 付近で外付けの終端抵抗をつけ く

だ さ い。

有効 ON

号機番号 通信速度

常時OFF

(本CIDRWシステムでは使用し ない)

RS-485終端抵抗

号機番号

号機番号
DIP-SW

1 2 3 4 5

01 OFF OFF OFF OFF OFF

02 ON OFF OFF OFF OFF

03 OFF ON OFF OFF OFF

04 ON ON OFF OFF OFF

05 OFF OFF ON OFF OFF

06 ON OFF ON OFF OFF

07 OFF ON ON OFF OFF

08 ON ON ON OFF OFF

09 OFF OFF OFF ON OFF

10 ON OFF OFF ON OFF

11 OFF ON OFF ON OFF

12 ON ON OFF ON OFF

13 OFF OFF ON ON OFF

14 ON OFF ON ON OFF

15 OFF ON ON ON OFF

16 ON ON ON ON OFF

号機番号
DIP-SW

1 2 3 4 5

17 OFF OFF OFF OFF ON

18 ON OFF OFF OFF ON

19 OFF ON OFF OFF ON

20 ON ON OFF OFF ON

21 OFF OFF ON OFF ON

22 ON OFF ON OFF ON

23 OFF ON ON OFF ON

24 ON ON ON OFF ON

25 OFF OFF OFF ON ON

26 ON OFF OFF ON ON

27 OFF ON OFF ON ON

28 ON ON OFF ON ON

29 OFF OFF ON ON ON

30 ON OFF ON ON ON

31 OFF ON ON ON ON

1:1 手順 ON ON ON ON ON

同一システム構成内で必ずユニーク と なるよ う に設定し て く だ さ い。SECSを使用する場合は、こ こ で設定し た号機番号が、「HeadID(E99)」

にな り ます。
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通信条件

項目 仕様

準拠規格 RS-232C

通信制御手順 オムロン専用 1:N 手順／1:1 手順

同調方式 調歩同期

通信速度 DIP-SWで設定し ます。

キャ ラ ク タ構造 ス ター ト ビ ッ ト データ ビ ッ ト パリ テ ィ ビ ッ ト ス ト ッ プビ ッ ト 合計

1:N 手順 1 8 な し 1 10

1:1 手順 1 8 偶数 1 11

誤り検出 1:N 手順 FCS(フ レームチ ェ ッ ク シーケンス)／垂直パリ テ ィ

1:1 手順 垂直パリ テ ィ
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リ ン クユニ ッ ト の通信条件を設定する

DIP-SWを使っ て、 通信条件を設定し ます。

リ ン クユニ ッ ト の号機番号は固定です。 DIP-SW1～5がすべてONにな っ ている こ と を確認し て く だ さ い。

号機番号 ( 固定 )

DIP-SW

1 2 3 4 5

ON ON ON ON ON

通信速度

選択肢
DIP-SW

説明
6 7

38400bps ON ON 通信速度の設定は、 同一システム構成内で統一し て く だ さい。

19200bps OFF ON

9600bps(工場出荷時) OFF OFF

4800bps ON OFF

RS-485 終端抵抗

選択肢
DIP-SW

説明
10

無効 OFF ONに し て く だ さい。

有効 ON

号機番号 通信速度

常時OFF

(本CIDRWシステムでは使用し ない)

RS-485終端抵抗
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通信条件

項目 仕様

準拠規格 RS-232C

通信制御手順 オムロン専用 1:N 手順

同調方式 調歩同期

通信速度 DIP-SWで設定し ます。

キャ ラ ク タ構造 ス ター ト ビ ッ ト データ ピ ッ ト パリ テ ィ ビ ッ ト ス ト ッ プビ ッ ト 合計

1 8 な し 1 10

誤り検出 FCS(フ レームチ ェ ッ ク シーケンス)
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通信テス ト

上位機器との通信テス ト

上位機器とCIDRWコ ン ト ローラ、 アンプユニ ッ ト が正し く 接続されているか確認し ます。

■ SECSを使用する場合

上位機器とCIDRWコ ン ト ローラ間

上位機器からオン ラ イ ン確認要求メ ッ セージ 「S1,F1」 を送信し ます。

.正し く 接続されていれば、 CIDRWコ ン ト ローラからオン ラ インデータ 「S1,F2」 が送信されます。

CIDRWコ ン ト ローラ と アンプユニ ッ ト 間

CIDRWコ ン ト ローラ と アンプユニ ッ ト 間の接続確認は自動的に行われます。正し く 接続されていれば、

CIDRWコ ン ト ローラの動作表示灯が以下のよ う に点灯し ます。

■ SECSを使用し ない場合 （1:N手順）

1号機に対し て、 「12345678」 とい う データ でテス ト し ます。

POWER OPERATING ALARMS BUSY ERROR

SOH 号機番号 コ マン ド コー ド
テス ト デー タ

FCS CR
データ1 データ2 データ3 データ4

01h 0 1 1 0 1 2 3 4 5 6 7 8 0 8 0Dh

SOH 号機番号 終了コー ド
テス ト データ

FCS CR
データ1 データ2 データ3 データ4

01h 0 1 0 0 1 2 3 4 5 6 7 8 0 9 0Dh

CIDRWコ ン ト ローラ上位機器 アンプユニ ッ ト

アンプユニ ッ ト上位機器
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IDタグ←→CIDRWシステム間の交信テス ト

上位機器から コマン ド を送信し、 IDタグ と正常に交信でき る こ と を確認し ます。

■ SECSを使用する場合

リー ドID

上位機器から CIDRW コ ン ト ローラに、 CIDRWヘ ッ ド 1に対する"READ ID REQUEST" メ ッ セージを送信

し ます。 CIDRWヘ ッ ド1がIDを読取り、 CIDRWコ ン ト ローラがそのIDを上位機器に返信し ます。

リー ド データ

上位機器から CIDRW コ ン ト ローラに、 CIDRWヘ ッ ド 1のDataSeg"S01"、 Datalength"8"に対する "READ

DATA REQUEST" メ ッ セージを送信し ます。 CIDRWヘ ッ ド 1がデータ を読取り、 CIDRWコ ン ト ローラが

そのデータ を上位機器に返信し ます。

CIDRWコ ン ト ローラ 上位機器

S18,F9 Read ID Request

Target ID="01"

S18,F10 Read ID Data

MID="XYZ00001"

CIDRWコ ン ト ローラ 上位機器

S18,F5 Read Request

Target ID="01"

Dataseg="S01"

Datalength="8"

S18,F6 Read Data

Data="yyyyyyyy"
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ラ イ ト ID

(1)CIDRWコ ン ト ローラ をアイ ドル状態に し ます。 上位機器からCIDRWコ ン ト ローラに メ ンテナンス状

態に変えるよ う に要求し ます。

(2)CIDRWコ ン ト ローラがメ イ ンテナンス状態に変わり、 その状態変化を連絡し ます。

(3)上位機器からCIDRWコ ン ト ローラに対し て、 CIDRWヘ ッ ド 1に対する"WRITE ID REQUEST"メ ッ セー

ジを送信し ます。

(4)CIDRWヘ ッ ド1が、 そのIDを書込んで、 CIDRWコ ン ト ローラがその結果を上位機器に返信し ます。

ラ イ ト データ

上位機器からCIDRWコ ン ト ローラに、 CIDRWヘ ッ ド 1のDataSeg"S02"、 Datalength"6"に対し て"WRITE

DATA REQUEST"メ ッ セージを送信し ます。 CIDRWヘ ッ ド 1がデータ を書込んで、 その結果を上位機器

に返信し ます。

CIDRWコ ン ト ローラ 上位機器

S18,F13 SubSystem Command Request

Target ID="00"

CPVAL="MT"

S18,F14 SubSystem Command Acknowledge

SSACK="NO"

S18,F11 Write ID

Target ID="01"

MID="ABC"

S18,F12 Write ID Data

SSACK="NO"

CIDRWコ ン ト ローラ 上位機器

S18,F7 Write ID Request

Target ID="01"

Dataseg="S02"

Data="xxxxxx"

S18,F8 Write Data Acknowledge

SSACK="NO"
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■ SECSを使用し ない場合 （1:N手順）

リー ド

1号機のページ1、 3のデータ を読出し ます。

ラ イ ト

1号機のページ8、 10にデータ を書込みます。

正常終了時のIDタグは、 以下のよ う にな り ます。

ID タグの内容

ページ1 12h 34h 56h 78h 90h 12h 34h 56h

ページ2

ページ3 11h 22h 33h 44h 55h 66h 77h 88h

ページ4

SOH 号機番号 終了ｺｰﾄﾞ ページ1 ページ3 FCS CR

01h 0 1 0 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 0 1 2 3 4 5 6 1 1 2 2 3 3 4 4 5 5 6 6 7 7 8 8 0 7 0Dh

SOH 号機番号 終了コー ド FCS CR

01h 0 1 0 0 0 1 0Dh

ページ8 11h 22h 33h 44h 55h 66h 77h 88h

ページ9

ページ10 01h 23h 45h 67h 89h ABh CDh EFh

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 0 0

2進数表記

SOH 号機番号 コ マン ド コー ド ページ指定 FCS CR

01h 0 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 4 0 5 0Dh

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0

SOH
号機

番号

コ マン ド

コー ド
ページ指定 ページ8のデータ ページ10のデータ FCS CR

01h 0 1 0 2 0 0 0 0 0 0 0 A 0 0 1 1 2 2 3 3 4 4 5 5 6 6 7 7 8 8 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 A B C D E F 7 4 0Dh

2進数表記
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MEMO
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SECSを使用する場合 66

SECSを使用し ない場合 77
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SECSを使用する場合

SEMIス タ ンダー ド は、改訂される可能性もあ り ます。 SEMIス タ ンダー ド も必ず参照 く だ さ い。

・ SEMI E99 THE CARRIER ID READER/WRITER FUNCTIONAL STANDARD

・ SEMI E5 EQUIPMENT COMMUNICATION STANDARD 2 MESSAGE CONTENT (SECSⅡ)

・ SEMI E4 EQUIPMENT COMMUNICATION STANDARD 1 MESSAGE TRANSFER (SECSⅠ)

SECSプロ ト コル仕様 p.126

メ ッ セージ仕様

エラー メ ッ セージ一覧 p.88

使用メ ッ セージ一覧

分類 Ｓ Ｆ 方向 SECS-Ⅱ名称 参照

汎用メ ッ セージ 1 1 S,H→E,reply オン ラ イ ン確認要求 p.68

1 2 S,H←E オン ラ イ ンデータ p.68

CIDRWシステム

のメ ッ セージ

18 1 S,H→E,reply ア ト リ ビ ュー ト 読込み要求 p.68

18 2 S,H←E 読込みア ト リ ビ ュー ト データ p.68

18 3 S,H→E,reply ア ト リ ビ ュー ト 書込み要求 p.69

18 4 S,H←E ア ト リ ビ ュー ト 書込み応答 p.69

18 5 S,H→E,reply デー タ読込み要求 p.70

18 6 S,H←E 読込みデー タ p.70

18 7 S,H→E,reply デー タ書込み要求 p.71

18 8 S,H←E デー タ書込み応答 p.71

18 9 S,H→E,reply ID読込み要求 p.72

18 10 S,H←E 読込みIDデータ p.72

18 11 S,H→E,reply ID書込み要求 p.72

18 12 S,H←E ID書込み応答 p.72

18 13 S,H→E,reply サブシステムコ マン ド 要求 p.73

18 14 S,H←E サブシステムコ マン ド 応答 p.73

データ アイテム ・ デ ィ クシ ョ ナ リ

SECSⅡデータ アイ テム 名称 フ ォーマ ッ ト 値

ATTRID ア ト リ ビ ュー ト ID 20 ア ト リ ビ ュー ト 名称

ATTRVAL ア ト リ ビ ュー ト 値 20 ア ト リ ビ ュー ト 値

MID キャ リ アID MID 2016 - 7E16 (Visible ASCII)

DATA データ 20 All characters 00H-0FFH

DATALENGTH データサイズ 52 オフセ ッ ト 指定 ： 1～224

セグ メ ン ト 指定 ：

 IDタグのメ モ リ マ ッ プ p.124

DATASEG データ セグ メ ン ト 20 オフセ ッ ト 指定 ： "00","01"･･･"0222","0223"

セグ メ ン ト 指定 ：

 IDタグのメ モ リ マ ッ プ p.124

STATUS PM情報(PMInfomation) 20 "NE" ： 通常実行
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＊1 ： "PS"は本装置での拡張コ マン ド です。

＊2 ： TARGETIDが"00"(CIDRW)の場合、 0レングスアイ テムと な り ます。

＊3 ： "EE","HE","TE"はS18F6、 S18F8、 S18F10、 S18F12のみで使用されます。

・ S9F7応答について

不正な フ ォーマ ッ ト のメ ッ セージを上位から受信し た場合、 S9F7応答を行います。

不正な フ ォーマ ッ ト とは、 属性不正、 アイ テム過不足などの メ ッ セージ構造に問題がある ものを示し ます。 それ以外

の、 アイ テム内容に問題がある場合はSSACK= “CE"(通信エラー )にて応答し ます。

・ 上位機器との通信について

本製品の起動を確認後、 上位機器との通信を行っ て く だ さ い。

また、 本製品の起動時は上位イ ン ターフ ェースから不定な信号が出る可能性があ り ますので、 初期起動時はご使用機

器の受信バッ フ ァ を ク リ アするなどの処理を実施し て く だ さい。 　

SSACK 結果情報 20 "NO" ： 正常

"EE" ： 実行エラー 　 *3

"CE" ： 通信エ ラー

"HE" ： ハー ド ウエアエ ラー *3

"TE" ： タ グエ ラー *3

List of STATUS ステータ ス L,4

 1.<PMInformation>

 2.<AlarmStatus>

 3.<OperationalStatus>

 4.<HeadStatus> *2

PMInfomationにはSTATUSの値が入り ます。

CPVAL ステー ト 要求パラ メ ータ 20 "OP"、 "MT"、 "PS" *1

TARGETID タ ーゲ ッ ト ID 20 "00"-"31"

"00"はCIDRWコ ン ト ローラ自体

SSCMD サブシステムコ マン ド 20 "ChangeState"

"GetStatus"

"PerformDiagnostics"

"Reset"

データ アイテム ・ デ ィ クシ ョ ナ リ

SECSⅡデータ アイ テム 名称 フ ォーマ ッ ト 値
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■ 各ス ト リーム／フ ァ ン クシ ョ ンの仕様

オン ラ イ ン確認

ア ト リ ビ ュー ト 読込み

S1,F1 オン ラ イ ン確認要求 S,H→E,reply

ヘ ッ ダのみ

S1,F2 オン ラ イ ンデータ S,H←E

L,2

1.<MDLN>

2.<SOFTREV>

・ MDLN=モデル番号 （"ModelNumber"） をセ ッ ト し ます。

・ SOFTREV=ソ フ ト ウエアレビジ ョ ンレベル （"SoftwareRevisionLevel"） をセ ッ ト し ます。

S18,F1 ア ト リ ビ ュー ト 読込み要求 S,H→E,reply

L,2

1.<TARGETID> "00"-"31"

2.L,n

1.<ATTRID1>

・

n.<ATTRIDn>

・ 全ア ト リ ビ ュー ト (CIDRWコ ン ト ローラ も し く はヘ ッ ド )を読込む場合、 n=0と し ます。

S18,F2 読込みア ト リ ビ ュー ト データ S,H←E

L,4

1.<TARGETID> "00"-"31"

2.<SSACK>

3.L,n

1.<ATTRVAL1>

・

n.<ATTRVALn>

4.L,s

1.<STATUS1>

・

s.<STATUSs>

・ ア ト リ ビ ュー ト データの並びはS18,F1で指定されたア ト リ ビ ュー ト IDに対応し ます。

全ア ト リ ビ ュー ト 読込み指定時、 未サポー ト のア ト リ ビ ュー ト 項目(ATTRVAL)は省略されます。

・ 指定ターゲ ッ ト が無効な場合

n=0 , s=0, SSACK="CE"通信エ ラー

・ 未定義ア ト リ ビ ュー ト が １ つ以上含まれる場合

n=0 , s=0, SSACK="CE"通信エ ラー

・ ターゲ ッ ト ="00"でヘ ッ ド のア ト リ ビ ュー ト が指定された場合、 また ターゲ ッ ト <>"00"でCIDRWコ ン ト ローラのア ト リ

ビ ュー ト が指定された場合

n=0 , s=0, SSACK="CE"通信エ ラー

・ SSACKが"NO" （正常） 以外の場合、 List of Statusはアイ テム数 ０ のリ ス ト 構造にな り ます。

4com.fm  68 ページ  ２００９年５月１９日　火曜日　午前１０時３７分



69
CIDRW システム
ユーザーズマニ ュアル

第
 4

 章
S

E
C

S
を

使
用

す
る

場
合

第4章
IDタグへの読書き

ア ト リ ビ ュー ト 書込み
F18,F3 ア ト リ ビ ュー ト 書込み要求 S,H→E,reply

L,2

1.<TARGETID> "00"固定

2.L,n

1.L,2

1.<ATTRID1>

2.<ATTRVAL1>

n.L,2

1.<ATTRIDn>

2,<ATTRVALn>

・ 本システムのヘ ッ ド 用ア ト リ ビ ュー ト はすべてROなので、 TARGETIDは"00"固定です。

S18,F4 ア ト リ ビ ュー ト 書込み応答 S,H←E

L,3

1.<TARGETID> "00"固定

2.<SSACK>

3.L,s

1.<STATUS1>

・

s.<STATUSs>

・ 指定ターゲ ッ ト が無効な場合

s=0, SSACK="CE"通信エ ラー

・ 未定義ア ト リ ビ ュー ト または， ROア ト リ ビ ュー ト が １ つ以上含まれる場合

s=0, SSACK="CE"通信エ ラー

・ 不正なア ト リ ビ ュー ト データが指定された場合

s=0, SSACK="CE"通信エ ラー

・ SSACKが"NO"(正常)以外の場合、 List of Statusはアイテム数0のリ ス ト 構造と な り ます。
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データ読込み

　 IDタグのメ モ リ マ ッ プ p.124

S18,F5 デー タ読込み要求 S,H→E,reply

L,3

1.<TARGETID> "01"-"31"

2.<DATASEG>

3.<DATALENGTH>

・ DATASEGが"0"＋文字列で指定された場合、 デー タ領域内のDATASEGで示すア ド レスからDATALENGTH分読込まれます

（ア ド レス指定）。 DATALENGTH＝0の場合はデータ領域最後まで読込まれます。

・ DATASEGが文字列で指定された場合、 DATASEGで指定し たセグ メ ン ト からDATALENGTH分読込まれます(セグ メ ン ト 指定

)。

・ 全セグ メ ン ト データの一括読込みを行う 場合は、 DATASEGとDATALENGTHを両方と も省略(0レ ングスア イテム)と し ます。

・ あるセグ メ ン ト の全データ読込みを行う 場合、 DATALENGTHを省略(0レ ングスア イテム)と し ます。

・ セグ メ ン ト 指定する場合、 該当DATASEGの最大長を超えたDATALENGTHは指定できません。

・ セグ メ ン ト 指定で、 DATASEGの設定レングスに満たないDATALENGTHが指定された場合、 そのDATALENGTH分のみ読込ま

れます。

S18,F6 読込みデー タ S,H→E,reply

L,4

1.<TARGETID> "01"-"31"

2.<SSACK>

3.<DATA>

4.L,s

1.<STATUS1>

・

s.<STATUSs>

・ 指定ターゲ ッ ト が無効な場合

DATAアイ テムレ ングス=0, s=0, SSACK="CE"通信エラー

・ ア ド レス指定において、 (SEGMENT+DATALENGTH)≦全セグ メ ン ト の合計値である場合

SSACK="NO"

・ ア ド レス指定において、 (SEGMENT+DATALENGTH)＞全セグ メ ン ト の合計値ある場合

DATAアイ テムレ ングス=0, s=0, SSACK="CE"通信エラー

・ セグ メ ン ト 指定において、 定義されていないDATASEGが指定された場合、 または、 DATALENGTHが不正な場合

DATAアイ テムレ ングス=0, s=0, SSACK="CE"通信エラー

・ データ セグ メ ン ト の定義がされていないシステムにおいて、 全セグ メ ン ト データの読込みが指定された場合

DATAの長さ=0,SSACK="NO"

・ SSACKが"NO" （正常） 以外の場合、 List of Statusはアイ テム数0のリ ス ト 構造と な り ます。
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データ書込み

　 IDタグのメ モ リ マ ッ プ p.124

S18,F7 デー タ書込み要求 S,H→E,reply

L,4

1.<TARGETID> "01"-"31"

2.<DATASEG>

3.<DATALENGTH>

4.<DATA>

・ DATASEGが"0"＋文字列で指定された場合、 デー タ領域内のDATASEGで示すア ド レスからDATALENGTH分書込まれます(ア

ド レス指定)。 DATALENGTH＝0の場合はデータ領域最後まで書込まれます。

・ DATASEGが文字列で指定された場合、 DATASEGで指定し たセグ メ ン ト からDATALENGTH分書込まれます(セグ メ ン ト 指定

)。

・ 全セグ メ ン ト データの一括書込みを行う 場合、 DATASEGとDATALENGTHを両方と も省略(0レングスアイテム)と し ます。

・ あるセグ メ ン ト の全データ書込みを行う 場合、 DATALENGTHを省略(0レ ングスア イテム)と し ます

・ セグ メ ン ト 指定する場合、 該当DATASEGの最大長を超えたDATALENGTHは指定できません。

・ セグ メ ン ト 指定でDATASEGの設定レ ングスに満たないDATALENGTHが指定された場合、 そのDATALENGTH分のみア ド レス

の小さ い方に詰めて書込まれます。

・ DATALENGTHとDATAのアイ テムレ ングスは一致する必要があ り ます。

・ DATASEGおよびDATALENGHTHを省略(0レングスアイ テム)と する場合、 DATAのレングスは全セグ メ ン ト の設定レ ングス合

計値と一致する必要があ り ます。

S18,F8 デー タ書込み応答 S,H←E

L,3

1.<TARGETID> "01"-"31"

2.<SSACK>

3.L,s

1.<STATUS1>

・

s.<STATUSs>

・ 指定ターゲ ッ ト が無効な場合

s=0, SSACK="CE"通信エ ラー

・ ア ド レス指定において、 (SEGMENT+DATALENGTH)≦全セグ メ ン ト の合計値である場合

SSACK="NO" 

・ ア ド レス指定において、 (SEGMENT+DATALENGTH)＞全セグ メ ン ト の合計値である場合

DATAアイ テムレ ングス=0, s=0, SSACK="CE"通信エラー

・ セグ メ ン ト 指定において、 DATASEG、 DATALEHGTHが不正である場合

s=0, SSACK="CE"通信エ ラー

・ SSACKが"NO"(正常)以外の場合、 List of Statusはアイテム数0のリ ス ト 構造と な り ます。
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ID読込み

　 IDタグのメ モ リ マ ッ プ p.124

ID書込み

　 IDタグのメ モ リ マ ッ プ p.124

S18,F9 ID読込み要求 S,H→E,reply

1.<TARGETID> "01"-"31"

S18,F10 読込みIDデータ S,H←E

L,4

1.<TARGETID> "01"-"31"

2.<SSACK>

3.<MID>

4.L,s

1.<STATUS1>

・

s.<STATUSs>

・ MIDデータ中にNo-Visible ASCIIコー ドが含まれる場合

s=0,  MIDアイテムレングス=0, SSACK="EE" 実行エ ラー

・ 指定ターゲ ッ ト が無効な場合

s=0,  MIDアイテムレングス=0,SSACK="CE"通信エ ラー

・ SSACKが"NO"(正常)以外の場合、 List of Statusはアイテム数0のリ ス ト 構造と な り ます。

S18,F11 ID書込み要求 S,H→E,reply

L,2

1.<TARGETID> "01"-"31"

2.<MID>

・ ア ト リ ビ ュー ト CarrierIDLengthに満たないMIDが設定された場合、 エ ラー と な りMIDデータは書込まれません。

S18,F12 ID書込み応答 S,H←E

L,3

1.<TARGETID> "01"-"31"

2.<SSACK>

3.L,s

1.<STATUS1>

・

s.<STATUSs>

指定ターゲ ッ ト が無効な場合

s=0,  SSACK="CE"通信エラー

・ MIDレングス異常の場合

s=0,  SSACK="CE"通信エラー

・ MIDデータ中にNo-Visible ASCIIコー ドが含まれる場合

s=0,  SSACK="EE"実行エ ラー

・ SSACKが"NO"(正常)以外の場合、 List of Statusはアイテム数0のリ ス ト 構造と な り ます。
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サブシステムコ マン ド(ChangeState)
S18,F13 サブシステムコ マン ド 要求 （ChangeState） S,H→E,reply

L,3

1.<TARGETID> "00"固定

2.<SSCMD> "ChangeState"

3.L,1

1.<CPVAL1> "OP"、 "MT"または"PS"

・ CPVAL1＝ “PS"は、 設定モー ド に移行するための本CIDRWコ ン ト ローラ独自のパラ メ ータ です。

S18,F14 サブシステムコ マン ド 応答 （ChangeState） S,H←E

L,3

1.<TARGETID> "00"

2.<SSACK>

3.L,s

1.<STATUS1>

・

s.<STATUSs>

・ 指定ターゲ ッ ト が無効な場合

s=0,  SSACK="CE"通信エラー

・ SSCMDが無効の場合

s=0, SSACK="CE"通信エ ラー

・ OperationalStatusがBUSYの場合

s=0, SSACK="EE"実行エラー

・ SSACKが"NO"(正常)以外の場合、 List of Statusはアイテム数0のリ ス ト 構造と な り ます。
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サブシステムコ マン ド(GetStatus)

サブシステムコ マン ド(PerformDiagnostics)

S18,F13 サブシステムコ マン ド 要求 （GetStatus） S,H→E,reply

L,3

1.<TARGETID> "00"-"31"

2.<SSCMD> "GetStatus"

3.L,0

S18,F14 サブシステムコ マン ド 応答 （GetStatus） S,H←E

L,3

1.<TARGETID> "00"-"31"

2.<SSACK> "GetStatus"

3.L,s

1.<STATUS1>

・

s.<STATUSs>

・ 指定ターゲ ッ ト が無効な場合

s=0,  SSACK="CE"通信エラー

・ SSCMDが無効の場合

s=0, SSACK="CE"通信エ ラー

・ SSACKが"NO"(正常)以外の場合、 List of Statusはアイテム数0のリ ス ト 構造と な り ます。

S18,F13 サブシステムコ マン ド 要求 （PerformDiagnostics） S,H→E,reply

L,3

1.<TARGETID> "00"-"31"

2.<SSCMD> "PerformDiagnostics"

3.L,0

S18,F14 サブシステムコ マン ド 応答 （PerformDiagnostics） S,H←E

L,3

1.<TARGETID> "00"-"31"

2.<SSACK>

3.L,s

1.<STATUS1>

・

s.<STATUSs>

・ 指定ターゲ ッ ト が無効な場合

s=0,  SSACK="CE"通信エラー

・ SSCMDが無効な場合

s=0,  SSACK="CE"通信エラー

・ SSACKが"NO"(正常)以外の場合、 List of Statusはアイテム数0のリ ス ト 構造と な り ます。
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サブシステムコ マン ド(Reset)
S18,F13 サブシステムコ マン ド 要求 （Reset） S,H→E,reply

L,3

1.<TARGETID> "00"固定

2.<SSCMD> "Reset"

3.L,0

S18,F14 サブシステムコ マン ド 応答 （Reset） S,H←E

L,3

1.<TARGETID> "00"

2.<SSACK>

3.L,0

・ 指定ターゲ ッ ト が無効な場合

SSACK="CE"通信エ ラー

・ SSCMDが無効な場合

SSACK="CE"通信エ ラー
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■ 動作条件
各ステー ト 時の応答メ ッ セージ、 応答コー ド （SSACK） は下記のとおり です。

ステー ト
Initializing

Operating
Maintenance

メ ッ セージ 機能 IDLE BUSY

S1,F1 OnlineRequest S1,F0 S1,F2 S1,F2 S1,F2

S18,F11 WriteID S18,F0 S18,F0 S18,F0 NO

S18,F7 WriteData S18,F0 NO NO S18,F0

S18,F3 SetAttribute S18,F0 NO NO NO

S18,F13(Reset) Reset S18,F0 NO NO NO

S18,F9 ReadID S18,F0 NO NO NO

S18,F5 ReadData S18,F0 NO NO S18,F0

S18,F13(PerformDiagnostics) Diagnostics S18,F0 NO NO NO

S18,F13(GetStatus) GetStatus S18,F0 NO NO NO

S18,F1 GetAttribute S18,F0 NO NO NO

S18,F13(ChangeState) ChangeState(to MT) S18,F0 NO S18,F0 S18,F0

S18,F13(ChangeState) ChangeState(to OP) S18,F0 S18,F0 S18,F0 NO

S18,F13(ChangeState) ChangeState(to PS) S18,F0 NO S18,F0 NO
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SECSを使用し ない場合

 コマン ド/レスポンスフ ォーマ ッ ト

■ 1:N 手順

■ 1:1 手順

FCS(フ レームチ ェ ッ クシーケンス)とは

SOH直後の文字から FCS直前までの文字をそれぞれ排他的論理和(EOR)を と った8ビ ッ ト をASCII コー ド に変換し た2文

字です。

例 ： 1号機のページ1、 2のデータ を読出す

コ マン ド

SOH 号機番号 コ マン ド コー ド
パラ メ ータ

FCS CR
1 ・ ・ ・ n

01h 0Dh

レスポンス

SOH 号機番号 終了コー ド
パラ メ ータ

FCS CR
1 ・ ・ ・ n

01h 0Dh

コ マン ド

コ マン ド コー ド
パラ メ ータ

CR
1 ・ ・ ・ n

0Dh

レスポンス

終了コー ド
パラ メ ータ

CR
1 ・ ・ ・ n

0Dh

コ マン ド

計算範囲

(ASCII変換)
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コマン ド

上位機器との通信について

本製品の起動を確認後、 上位機器との通信を行っ て く だ さ い。

また、 本製品の起動時は上位イ ン タ ーフ ェ ースから不定な信号が出る可能性があ り ますので、 初期起動時はご使用機

器の受信バッ フ ァ を ク リ アするなどの処理を実施し て く だ さ い。 　

コ マン ド コー ド一覧

名称 値 内容 参照

リー ド 0100 コ マン ド 受信時にIDタ グと交信し、 指定し たページのデータ を読出し ます。 最大16

ページまでの任意のページを指定可能です。

p.79

ラ イ ト 0200 コ マン ド 受信時にIDタ グと交信し、 指定し たページにデータ を書込みます。 最大16

ページﾞまでの任意のページを指定可能です。

p.80

同一ラ イ ト 0300 コ マン ド 受信時にIDタ グと交信し、 指定し たページにページ単位の同一データ を書込

みます。 IDタ グの最大ページ数である17ページまでを指定可能です。

p.82

バイ ト ラ イ ト 0400 コ マン ド 受信時にIDタ グと交信し、 先頭ア ド レス とバイ ト 数で指定し たエ リ アにデー

タ を書込みます。 バイ ト 数は最大128バイ ト まで指定可能です。

p.83

テス ト 10 受信し たデータ を上位機器へそのまま送信し ます。 p.84

NAK 12 直前のレスポンスを再送し ます。 p.85

ノ イズ測定 40 CIDRWヘ ッ ド 周囲のノ イズを測定し ます。 p.85

リ セ ッ ト 7F アンプユニ ッ ト を リ セ ッ ト し ます。 p.85

終了コー ド一覧

種別 終了コー ド 名称 説明

正常終了 00 正常終了 コ マン ド 実行が正常に終了し た場合

上位通信エ ラー 14 フ ォーマ ッ ト エ ラー コ マン ド のフ ォーマ ッ ト に誤りがある

( コ マン ド コー ド が未定義、 ページやア ド レス指定が不適当など)

交信エラー 70 交信エ ラー IDタ グとの交信途中に ノ イズなどの障害が発生し、 正常に交信完了

できない場合

71 ベ リ フ ァ イエ ラー IDタ グに正し いデータが書込めない場合

72 IDタ グ不在エ ラー CDRWヘ ッ ド の前にIDタ グが存在し ないか、 周囲環境(ノ イズなど)に

よ りCIDRWヘ ッ ド がIDタグを検知できない場合

7B ラ イ ト 領域外エ ラー ラ イ ト が正常完了し ない場合

7E IDシステムエ ラー (1) IDタ グがコ マン ド の処理を実行できない状態の場合

7F IDシステムエ ラー (2) 使用対象外のIDタ グを使用し た場合
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IDタグへの読書き

コ マン ド ・ レスポンスの詳細を 1:N手順で記載し ます。 前述のコ マン ド フ ォーマ ッ ト の通り、 「SOH」 、 「号機

番号」、 「FCS」 を削除する と1:1手順と な り ます。

■ リー ド
IDタグの任意ページのデータ を読出し ます。 一度に読出し できる最大ページ数は16ページです。

　 IDタグのメ モ リ マ ッ プ p.124

終了コー ド(正常時 ： 00)と、 指定し たページのデータ をページ番号の小さいものから順に返信し ます。

例 ： 1号機のページ1、 3のデータ を読出す

パラ メ ータ解説

パラ メ ータ 説明

ページ指定 読出し対象のページに対応するビ ッ ト を1、 それ以外のビ ッ ト を0と し、 その文字列を16進数の値

に変換し、 指定し ます。

SOH 号機番号 終了コー ド

読出しデータ

FCS CRページn
・ ・ ・

ページm(n<m)

データ1 ・ ・ ・ データ8 デー タ1 ・ ・ ・ データ8

01h 0 0 0Dh

ID タグの内容

ページ1 12h 34h 56h 78h 90h 12h 34h 56h

ページ2

ページ3 11h 22h 33h 44h 55h 66h 77h 88h

ページ4

ビ ッ ト 7 ～ 0 7 ～ 3 2 1 0 7 6 ～ 1 0 7 6 ～ 2 1 0

ページ Sys ～ Sys Sys ～ Sys 17 16 15 14 13 ～ 8 7 6 5 ～ 1 Sys Sys

指定 0* 0* 0* 0* 0* 0/1 0/1 0/1 0/1 0/1 ･･･ 0/1 0/1 0/1 0/1 ･･･ 0/1 0* 0*

値 00 00～07 00～FF 00～FC

*必ず0を指定し て く だ さ い。 1を指定する と エ ラー (終了コー ド :14)にな り ます。

SOH 号機番号 コ マン ド コー ド ページ指定(8文字) FCS CR

01h 0 1 0 0 0Dh

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 0 0

2進数表記

SOH 号機番号 コ マン ド コー ド ページ指定 FCS CR

01h 0 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 4 0 5 0Dh
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■ ラ イ ト
ID タグにページ単位でデータ を書込みます。 ページは任意に指定できます。 一度に書き込可能なペー

ジ数は最大16ページです。

　 IDタグのメ モ リ マ ッ プ p.124

終了コー ド(正常時 ： 00)を返信し ます。

SOH 号機番号 終了ｺｰﾄﾞ ページ1 ページ3 FCS CR

01h 0 1 0 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 0 1 2 3 4 5 6 1 1 2 2 3 3 4 4 5 5 6 6 7 7 8 8 0 7 0Dh

パラ メ ータ解説

パラ メ ータ 説明

ページ指定 書込み対象のページに対応するビ ッ ト を1、 それ以外のビ ッ ト を0と し、 その文字列を16進数の値

に変換し、 指定し ます。

書込みデータ 指定し たページに書込むデータ を、 ページ番号の小さ いものから順に指定し ます。

SOH 号機番号 終了コー ド FCS CR

01h 0 0 0Dh

ビ ッ ト 7 ～ 0 7 ～ 3 2 1 0 7 6 ～ 1 0 7 6 ～ 2 1 0

ページ Sys ～ Sys Sys ～ Sys 17 16 15 14 13 ～ 8 7 6 5 ～ 1 Sys Sys

指定 0* 0* 0* 0* 0* 0/1 0/1 0/1 0/1 0/1 ･･･ 0/1 0/1 0/1 0/1 ･･･ 0/1 0* 0*

値 00 00～07 00～FF 00～FC

*必ず0を指定し て く だ さ い。 1を指定する と エ ラー (終了コー ド :14)にな り ます。

SOH
号機

番号

コ マン ド

コー ド
ページ指定(8文字)

書込みデータ

FCS CRページn ・ ・ ・ ページm(n<m)

データ1 ・ ・ ・ データ8 データ1 ・ ・ ・ データ8

01h 0 2 0 0 0DH
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例 ： 1号機のページ8、 10にデータ を書込む

正常終了時のIDタグは、 以下のよ う にな り ます。

SOH 号機番号 終了コー ド FCS CR

01h 0 1 0 0 0 1 0Dh

ページ8 11h 22h 33h 44h 55h 66h 77h 88h

ページ9

ページ10 01h 23h 45h 67h 89h ABh CDh EFh

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0

SOH
号機

番号

コ マン ド

コー ド
ページ指定 ページ8のデータ ページ10のデータ FCS CR

01h 0 1 0 2 0 0 0 0 0 0 0 A 0 0 1 1 2 2 3 3 4 4 5 5 6 6 7 7 8 8 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 A B C D E F 7 4 0Dh

2進数表記
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第4章
IDタグへの読書き

■ 同一ラ イ ト
IDタグの複数のページに、 同一データ を書込みます。

任意のページを指定できます。

　 IDタグのメ モ リ マ ッ プ p.124

終了コー ド(正常時 ： 00)を返信し ます。

例 ： 1号機のページ1～17をすべて0ク リ アする

パラ メ ータ解説

パラ メ ータ 説明

ページ指定 書込み対象のページに対応するビ ッ ト を1、 それ以外のビ ッ ト を0と し、 その文字列を16進数の値

に変換し、 指定し ます。

書込みデータ 書込みデータ を指定し ます。

SOH 号機番号 終了コー ド FCS CR

01h 0 0 0Dh

SOH 号機番号 終了コー ド FCS CR

01h 0 1 0 0 0 1 0Dh

SOH 号機番号 コ マン ド コー ド ページ指定(8文字)
書込みデータ

FCS CR
データ1 ・ ・ ・ データ8

01h 0 3 0 0 0DH

ビ ッ ト 7 ～ 0 7 ～ 3 2 1 0 7 6 ～ 1 0 7 6 ～ 2 1 0

ページ Sys ～ Sys Sys ～ Sys 17 16 15 14 13 ～ 8 7 6 5 ～ 1 Sys Sys

指定 0* 0* 0* 0* 0* 0/1 0/1 0/1 0/1 0/1 ･･･ 0/1 0/1 0/1 0/1 ･･･ 0/1 0* 0*

値 00 00～07 00～FF 00～FC

*必ず0を指定し て く だ さ い。 1を指定する と エ ラー (終了コー ド :14)にな り ます。

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 0 0

2進数表記

SOH 号機番号
コ マン ド

コー ド
ページ指定 書込みデータ FCS CR

01h 0 1 0 3 0 0 0 0 0 7 F F F C 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0Dh
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■ バイ ト ラ イ ト
IDタグに指定し たア ド レスから任意のバイ ト 数のデータ を書込みます。

一度に書込みが可能なバイ ト 数は最大128バイ ト です。

*デー タ数n=書込みバイ ト 数(2文字単位)

　 IDタグのメ モ リ マ ッ プ p.124

終了コー ド(正常時 ： 00)を返信し ます。

例 ： 1号機のア ド レス05hから2バイ ト 分にデータ を書込む場合

正常終了時のIDタグのデータは、 以下のよ う にな り ます。

SOH 号機番号 コ マン ド コー ド
先頭ア ド

レス

書込みデータ*
FCS CR

データ1 ･･･ データn

01h 0 4 0 0 0Dh

パラ メ ータ解説

パラ メ ータ 説明

ア ド レス指定 00h～87hの範囲で指定できます。

書込みデータ 指定し たア ド レスから最大128バイ ト まで書込みデータ を指定できます。

SOH 号機番号 終了コー ド FCS CR

01h 0 0 0Dh

SOH 号機番号 コ マン ド コー ド 先頭ア ド レス
書込みデータ

FCS CR
データ1 データ2

01h 0 1 0 4 0 0 0 5 1 2 3 4 0 4 0Dh

SOH 号機番号 終了コー ド FCS CR

01h 0 1 0 0 0 1 0Dh

ページ1 12h 34h

ページ2
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IDタグへの読書き

■ テス ト
上位機器と アンプユニ ッ ト 間の通信テス ト を行います。

アンプユニ ッ ト はテス ト コ マン ド を受信する と、 終了コー ド と コ マン ドのテス ト データ を レスポンス

と し て上位機器へ送信し ます。

*デー タ数n＜136(2文字単位)

終了コー ド(正常時 ： 00)と受信し たテス ト データ を返信し ます。

例 ： 1号機に対し て、 「12345678」 とい う データ でテス ト する

SOH 号機番号 コ マン ド コー ド
テス ト データ*

FCS CR
データ1 ･･･ データn

01h 1 0 0Dh

パラ メ ータ解説

パラ メ ータ 説明

テス ト データ テス ト 送信するデー タ を16進数の値で指定し ます。 (最大270文字)

ただ し、 奇数文字数は使用できません。

SOH 号機番号 終了コー ド
テス ト データ

FCS CR
データ1 ･･･ データn

01h 0 0 0Dh

SOH 号機番号 コ マン ド コー ド
テス ト デー タ

FCS CR
データ1 データ2 データ3 データ4

01h 0 1 1 0 1 2 3 4 5 6 7 8 0 8 0Dh

SOH 号機番号 終了コー ド
テス ト データ

FCS CR
データ1 データ2 データ3 データ4

01h 0 1 0 0 1 2 3 4 5 6 7 8 0 9 0Dh

4com.fm  84 ページ  ２００９年５月１９日　火曜日　午前１０時３７分



85
CIDRW システム
ユーザーズマニ ュアル

第
 4

 章
S

E
C

S
を

使
用

し
な

い
場

合
第4章

IDタグへの読書き

■ NAK
直前のレスポンスを再送し ます。

直前のレスポンスを再送し ます。

■ ノ イズ測定
CIDRWヘ ッ ド周辺の ノ イズ環境を測定し、 ノ イズレベルを"00"～"99"の数値で表し ます。

終了コー ド(正常時 ： 00)と ノ イズレベル"00"～"99"を返信し ます。

交信距離に与える周囲 ノ イズの影響

p.123

■ リ セ ッ ト
アンプユニ ッ ト の処理をすべて停止し、 初期状態に戻し ます。

このコ マン ド にレスポンスはあ り ません。

SOH 号機番号 コ マン ド コー ド FCS CR

01h 1 2 0Dh

SOH 号機番号 コ マン ド コー ド FCS CR

01h 4 0 0Dh

SOH 号機番号 終了コー ド ノ イズレベル FCS CR

01h 0 0 0Dh

SOH 号機番号 コ マン ド コー ド FCS CR

01h 7 F 0Dh
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第4章
IDタグへの読書き

MEMO
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SECSを使用する場合

CIDRWコ ン ト ローラの応答メ ッ セージの内容と動作表示灯で、 異常を表し ます。

 エラー メ ッ セージ一覧

CIDRWコ ン ト ローラが送信し た メ ッ セージに対し て応答する場合は、 エ ラー メ ッ セージ内容および

SSACKの内容よ り異常を表し ます。

コ ン ト ローラの動作表示灯

CIDRWコ ン ト ローラに異常またはアラームが発生し た場合、 コ ン ト ローラ表面のLEDが点灯し ます。

S F 方向 SECS-Ⅱ名称

1 0 S,H←E アボー ト ト ラ ンザク シ ョ ン

9 0 S,H→E アボー ト ト ラ ンザク シ ョ ン

9 1 S,H←E 未定義デバイスID

9 7 S,H←E 不正データ

9 3 S,H←E 未定義ス ト リ ームタ イ プ

9 5 S,H←E 未定義フ ァ ン クシ ョ ン タ イプ

9 9 S,H←E ト ラ ンザクシ ョ ン タ イムアウ ト

9 11 S,H←E デー タが長すぎる

18 0 S,H←E アボー ト ト ラ ンザク シ ョ ン

名称 内容

OPERATING(緑) CIDRWシステムの動作状態(状態モデル)がオペレーテ ィ ング時に点灯し ます。

ALARM(緑) CIDRWシステムの 「AlamStatus」 が 「アラームあ り(1)」 のと きに点灯し ます。

BUSY(緑) CIDRWシステムの 「OparationalStatus」 が 「ビジー (BUSY)」 のと きに点灯し ます。

ERROR(赤) 処理の異常検出時(SSACKが 「NO」 以外の場合)に、 50ms間点灯し ます。

5troble.fm  88 ページ  ２００９年５月１９日　火曜日　午前１０時３７分



89
CIDRW システム
ユーザーズマニ ュアル

第
 5

 章
S
E
C

S
を

使
用

す
る

場
合

第5章
ト ラ ブル対策

動作チ ェ ッ ク フ ロー

■ 通常運転モー ド時

通常運転モー ド時の正常動作

動作表示灯

POWER OPERATING ALARMS BUSY ERROR

応答

応答
内容

S F

－ － SSACK="NO"

メ ッ セ ー ジ 送信に

応答がある

(SSNAK="NO"以外)

異常発生

全LEDが点灯または

点滅し ている

POWER-LED消灯

いいえ

はい

いいえ

はい

いいえ

CIDRWコ ン ト ローラの電源に異常が発生し ま し た。

CIDRWコ ン ト ローラの電源を確認し て く だ さ い。

応答メ ッ セージ内容を確認し て く だ さ い。

 p.90

メ ッ セージ送信にCIDRWコ ン ト ローラが応答する場合

はい CIDRWコ ン ト ローラに異常が発生し ま し た。

動作表示灯の状態を確認し て く だ さ い。

 p.90 全LEDが点灯または点滅し ている場合

CIDRWコ ン ト ローラおよびアンプユニ ッ ト の設定が正しいか確認し て く だ さい。

 p.91メ ッ セージを送信し たにもかかわらず、 CIDRWコ ン ト ローラが応答し ない場合

p.91 メ ッ セージの送信や応答と無関係に異常が発生し た場合 
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メ ッ セージ送信にCIDRWコ ン ト ローラが応答する場合

CIDRW コ ン ト ローラに送信し た メ ッ セージやアンプユニ ッ ト の設定に誤りがあ り ます。 正し く 対処し

た上でCIDRWコ ン ト ローラ と アンプユニ ッ ト を再起動し、 再度メ ッ セージを送信し て く だ さい。

全LEDが点灯または点滅し ている場合

CIDRWコ ン ト ローラに異常が発生し ています。

正し く 対処し た上でCIDRWコ ン ト ローラ を再起動し て く だ さい。

応答
主な確認ポイ ン ト

S F

－ 0 メ ッ セージ発行時のステータ ス条件 （オペレーテ ィ ングモー ド の状態でWriteID(S18,F11)メ ッ セージを送信し

た、 初期処理中に メ ッ セージ送信し たなど）

 動作条件 p.76

9 7 属性不正、 アイ テム過不足などのメ ッ セージの構造

上記以外 SSACKの内容よ り原因を推定し ます。

CE ・ メ ッ セージのアイテム内容の誤り

(設定されていないアンプユニ ッ ト の号機番号を"TARGETID"に指定し た、 設定されていないセ

グ メ ン ト 名を"DATASEG"に指定し た）

・ アンプユニ ッ ト 間RS-485ケーブルの接続(アンプユニ ッ ト の未検出)

・ アンプユニ ッ ト の通信速度設定(アンプユニ ッ ト の未検出)

・ アンプユニ ッ ト の号機番号設定(同じ号機番号のものが複数あ り検出できない)

・ 上位機器とCIDRWコ ン ト ローラ間のケーブル引き回し(周囲 ノ イズの影響)

・ CIDRWコ ン ト ローラの電源ラ イ ンの ノ イズ環境

EE ・ IDタ グ－CIDRWヘ ッ ド 間の設置距離/傾き

・ CIDRWヘ ッ ド 周辺のノ イズ環境

・ 別のCIDRWシステムに接続されているCIDRWヘ ッ ド との設置間隔

・ ID読出し実行時、 キャ リ アIDにno-VisibleASCIIを含む場合

HE ・ メ ッ セージのアイテム内容の誤り

（アンプユニ ッ ト の仕様に合わないセグ メ ン ト が設定されている、 応答タ イムアウ ト の設定が正

し く ない）

・ CIDRWコ ン ト ローラ と アンプユニ ッ ト 間のケーブルの接続および配線

・ アンプユニ ッ ト への電源供給

・ アンプユニ ッ ト の終端抵抗の設定

・ 各ケーブルの引回し(周囲 ノ イズの影響)

・ アンプユニ ッ ト の号機番号設定(同じ号機番号のものが複数ある)

・ アンプユニ ッ ト の異常(ハー ド 異常)

・ 電源ラ イ ンのノ イズ環境

TE ・ 使用し ているIDタ グの形式/仕様

・ 使用し ているIDタ グの設定(ロ ッ ク、 など)

・ IDタ グの使用環境(想定外の使用によるIDタ グ破壊)

・ IDタ グの書換え回数寿命

POWER OPERATING ALARMS BUSY ERROR 主な確認ポイ ン ト

・ DC24V電源の供給

・ CIDRWコ ン ト ローラが破損し ている可能性が

あ り ます。

・ モー ド ス イ ッ チの設定 （「0」 以外にな ってい

ないか）

確認後も エラーを解決できない場合は、

CIDRWコ ン ト ローラが破損し ている可能性が

あ り ます。

・ CIDRWコ ン ト ローラが破損し ている可能性が

あ り ます。

◎
◎
※ CIDRW コントローラが破損している可能性が
あります。メーカにお問合せ下さい。

●メッセージを送信したにもかかわらず、CIDRW コントローラが応答しない場合
SECS コントローラまたはアンプユニットの初期設定が正しくない状態です
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メ ッ セージを送信し たにもかかわらず、 CIDRWコ ン ト ローラが応答し ない場合

CIDRWコ ン ト ローラ またはアンプユニ ッ ト の設定に誤りがあ り ます。

正し く 対処し た上でCIDRWコ ン ト ローラ と アンプユニ ッ ト を再起動し て く だ さい。

メ ッ セージの送信や応答と無関係に異常が発生し た場合

CIDRWコ ン ト ローラやアンプユニ ッ ト の設定に誤りがあ り ます。

正し く 対処し た上でCIDRWコ ン ト ローラ と アンプユニ ッ ト を再起動し て く だ さい。

POWER OPERATING ALARMS BUSY ERROR 主な確認ポイ ン ト

・ モー ド ス イ ッ チの設定 （「0」 以外にな ってい

ないか）

・ CIDRWコ ン ト ローラ と上位機器のケーブル配

線

・ CIDRWコ ン ト ローラ と上位機器間の通信条件(

通信速度、 キャ ラ ク タ構造など)

・ CIDRWコ ン ト ローラ と上位機器ケーブル配線

・ アンプユニ ッ ト の号機番号設定(同じ号機番号

のものが複数ある)

POWER OPERATING ALARMS BUSY ERROR 主な確認ポイ ン ト

・ モー ド ス イ ッ チの設定 （「0」 以外にな ってい

ないか）

・ アンプユニ ッ ト の通信速度設定

・ アンプユニ ッ ト の号機番号設定 （同じ号機番

号のものが複数ある）

・ CIDRWコ ン ト ローラ と アンプユニ ッ ト 間の

ケーブルの接続および配線

・ アンプユニ ッ ト の異常(ハー ド 異常)

・ 各ケーブルの引回し(周囲 ノ イズの影響)
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■ 設定モー ド 時

設定モー ド時の正常動作

設定モー ド で起動されたと きの上位機器のター ミ ナル初期画面

正常にパラ メ ータ設定を完了し た と きのター ミ ナル画面

動作表示灯

POWER OPERATING ALARMS BUSY ERROR

異常発生

全LEDが点灯または

点滅し ている

POWER-LED消灯

いいえ

はい

いいえ

はい

CIDRWコ ン ト ローラの電源に異常が発生し ま し た。

CIDRWコ ン ト ローラの電源を確認し て く だ さ い。

CIDRWコ ン ト ローラに異常が発生し ま し た。

動作表示灯の状態を確認し て く だ さい。

 p.93 全LEDが点灯または点滅し ている場合

CIDRWコ ン ト ローラの設定が正し いか確認し て く だ さ い。

 p.93 メ ッ セージを送信し たにもかかわらず、 CIDRWコ ン ト ローラが応答し ない場合

 p.93 メ ッ セージの送信や応答と無関係に異常が発生し た場合

SETUP_START  <L22   ><XXX.XX, YYY.YY>

_

Software Revision Level

Model number

Hardware Revision Level

SETUP_COMPLETE

_
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全LEDが点灯または点滅し ている場合

CIDRW コ ン ト ローラに異常が発生し ています。 正し く 対処し た上で CIDRW コ ン ト ローラ を再起動し、

動作表示灯をご確認 く ださい。

メ ッ セージ送信にCIDRWコ ン ト ローラが応答する場合

CIDRWコ ン ト ローラの設定、または送信し たパラ メ ータ に誤りがあ り ます。正し く 対処し た上でCIDRW

コ ン ト ローラ を再起動し、 動作表示灯をご確認 く だ さい。

メ ッ セージを送信し たにもかかわらず、 CIDRWコ ン ト ローラが応答し ない場合

CIDRWコ ン ト ローラの設定、または送信し たパラ メ ータ に誤りがあ り ます。正し く 対処し た上でCIDRW

コ ン ト ローラ を再起動し、 動作表示灯をご確認 く だ さい。

メ ッ セージの送信や応答と無関係に異常が発生し た場合

CIDRW コ ン ト ローラ またはアンプユニ ッ ト の設定に誤りがあ り ます。 正し く 対処し た上でCIDRW コ ン

ト ローラ と アンプユニ ッ ト を再起動し、 動作表示灯をご確認 く だ さい。

POWER OPERATING ALARMS BUSY ERROR 主な確認ポイ ン ト

・ DC24V電源の供給

・ CIDRWコ ン ト ローラが破損し ている可能性が

あ り ます。

・ モー ド ス イ ッ チの設定 （「3」 以外にな ってい

ないか）

確認後も エラーを解決できない場合は、

CIDRWコ ン ト ローラが破損し ている可能性が

あ り ます。

・ CIDRWコ ン ト ローラが破損し ている可能性が

あ り ます。

POWER OPERATING ALARMS BUSY ERROR 主な確認ポイ ン ト

・ 送信パラ メ ータ(パラ メ ー タは正しいか、 設定

内容は正し いか)

応答 主な確認ポイ ン ト

SETUP_FAILED [□] パラ メ ータは更新されません。 [ ]内はエ ラーを最初に検出し た行数を示し ます。 受信文字

中にパリ テ ィ 異常が発生し た場合は、 0と な り ます。

POWER OPERATING ALARMS BUSY ERROR 主な確認ポイ ン ト

・ 送信パラ メ ータ （パラ メ ータは正し いか）

・ CIDRWコ ン ト ローラ と上位機器間の通信条件

（ボーレー ト 、 キャ ラ ク タ構造など）

・ モー ド ス イ ッ チの設定 （「3」 以外にな ってい

ないか）

POWER OPERATING ALARMS BUSY ERROR 主な確認ポイ ン ト

・ モー ド ス イ ッ チの設定 （「3」 以外にな ってい

ないか）
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SECSを使用し ない場合

アンプユニ ッ ト のコ マン ド に対するレスポンスの有無と動作表示灯で、 異常を表し ます。

エラー メ ッ セージ一覧

アンプユニ ッ ト の動作表示灯

種別 終了コー ド 名称 内容

上位通信エ ラー 14 フ ォーマ ッ ト エラー コ マン ド のフ ォーマ ッ ト に誤りがある

(コ マン ド 部が未定義、 ページやア ド レス指定が不適当など)

CIDRWヘ ッ ド －

IDタ グ間の交信

エラー

70 交信エラー IDタグ との交信途中に ノ イズなどの障害が発生し、 正常に交信完了で

きない

71 ベ リ フ ァ イエラー IDタグに正し いデータが書込めない

72 IDタ グ不在エラー CIDRWヘ ッ ド の前にIDタ グが存在し ないか、 周囲環境(ノ イズなど)に

よ りIDタ グを検知できない

7B ラ イ ト 領域外エラー リー ド は可能だが、 ラ イ ト が不可能な領域にIDタ グがあっ てラ イ ト が

正常完了し ない

7E IDシステムエラー

（1）

IDタグがコ マン ドの処理を実行できない状態である

7F IDシステムエラー

（2）

使用対象外のIDタグを使用し た

名称 表示内容

RUN(緑) アンプユニ ッ ト が正常に動作中に点灯し ます。

COMM(橙) 上位機器との通信中、 または、 IDタ グ との交信中に点灯し ます。

NORM(緑) IDタ グとの交信が正常に完了し た場合に点灯し ます。

ERROR(赤) 上位機器との通信中、 またはIDタ グとの交信中に異常が発生し た場合に点灯し ます。
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動作チ ェ ッ ク フ ロー

■ 設置から試運転まで

テス ト コマン ド に対するレスポンスの有無と アンプユニ ッ ト の動作表示灯の状態で、異常を表し ます。

正常にテス ト コ マン ド を受け付けた場合

動作表示灯

RUN COMM NORM ERROR

レスポンスの終了コー ド

種別 終了コー ド 内容

正常 00 正常にコ マン ド を受付けま し た。

異常発生

テス ト コ マン ド 送信

RUN-LED消灯

いいえ

はい アンプユニ ッ ト に異常が発生し ま し た。

 p.96 アンプユニ ッ ト の異常

アンプユニ ッ ト の設定が正しいか確認し て く だ さい。

 p.96 コマン ドのレスポンスがない場合

レスポンスがある
はい

レスポンス内容を確認し て く だ さ い。

 p.96 コマン ドのレスポンスがある場合

いいえ

(1回点灯)
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アンプユニ ッ ト の異常

テス ト コマン ド送信後の動作表示LEDの状態を確認し ます。

正し く 対処し た上でアンプユニ ッ ト を再起動し、 再度テス ト コ マン ド を送信し確認し て く だ さい。

コ マン ドのレスポンスがない場合

テス ト コマン ド送信後の動作表示LEDの状態を確認し ます。

正し く 対処し た上でアンプユニ ッ ト を再起動し、 再度テス ト コ マン ド を送信し確認し て く ださい。

上位機器でのRS信号制御方法

リ ンクユニ ッ ト を使用して1:N接続をする場合には、 上位機器から制御されたRS信号をCS信号に入力する必要があ り ま

す。 RS信号はデータ送信完了から15ms以内にOFFさせて く だ さ い。 この制御を行わない と正常に通信できません。

コ マン ドのレスポンスがある場合

テス ト コマン ド送信後の動作表示LEDの状態を確認し ます。

正し く 対処し た上でアンプユニ ッ ト を再起動し、 再度テス ト コ マン ド を送信し確認し て く ださい。

RUN COMM NORM ERROR 主な確認ポイ ン ト

－

(RUNが消灯し ている場合は、 他の動作表示

LEDの状態は無関係)

・ 周囲ノ イズの影響 （設置位置の変更）

・ アンプユニ ッ ト の電源

確認後もエ ラーを解決できない場合は、 アンプユニ ッ ト が破損

し ている可能性があ り ます。

RUN COMM NORM ERROR 主な確認ポイ ン ト

・ アンプユニ ッ ト の通信速度設定

・ アンプユニ ッ ト の号機番号設定 （テス ト コ マン ド 中の号機番

号と一致し ていない）

・ 上位機器と アンプユニ ッ ト 間のケーブルの接続および配線

・ 上位機器と アンプユニ ッ ト 間のRS信号のOFFタ イ ミ ング

・ 各ケーブルの引回し （周囲 ノ イズの影響）

確認後もエ ラーを解決できない場合は、 アンプユニ ッ ト が破損

し ている可能性があ り ます。

・ アンプユニ ッ ト の通信速度設定

・ 上位機器と アンプユニ ッ ト 間のケーブルの接続および配線

・ 各ケーブルの引回し （周囲 ノ イズの影響）

・ 上位機器と アンプユニ ッ ト 間のRS信号のOFFタ イ ミ ング

・ FCS(フ レームチ ェ ッ クシーケンス)の計算方法

RUN COMM NORM ERROR 主な確認ポイ ン ト

・ アンプユニ ッ ト の号機番号設定 （同じ号機番号のものが複数

ある）

確認後も エラーを解決できない場合は、 アンプユニ ッ ト が破

損し ている可能性があ り ます。

コ マン ド のフ ォーマ ッ ト (文字数、 文字コー ド など)

(1回点灯)

上位側SD

上位側RS

上位機器からのデータ送信時にのみON

15ms以内

(1回点灯)
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■ 試運転から交信まで
ラ イ ト コマン ド送信後の動作表示LEDの状態と レスポンスの終了コー ド で、 異常を表し ます。

正常にIDタグを処理し た場合

ラ イ ト コ マン ド のレスポンスがない場合は、 「設置から試運転まで」 の動作チ ェ ッ ク フ ローを参照し て く だ さい。

 p.95

動作表示灯

RUN COMM NORM ERROR

レスポンスの終了コー ド

種別 終了コー ド 内容

正常 00 正常にIDタグを処理し ま し た。

異常発生

レ ス ポ ン ス 終 了

コー ド が1□？

いいえ

はい コ マン ド フ ォーマ ッ ト を確認し て く だ さい。

 p.98 終了コー ドが1□の場合

はい
IDタ グとの交信に失敗し ま し た。

 p.98 終了コー ドが7□の場合

ラ イ ト コ マン ド 送信

RUN-LED消灯

いいえ

はい アンプユニ ッ ト に異常が発生し ま し た。

 p.98 アンプユニ ッ ト の異常

レ ス ポ ン ス 終 了

コー ドが7□？

交信OK

(1回点灯) (1回点灯)
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アンプユニ ッ ト の異常

コ マン ド送信後の動作表示LEDの状態を確認し ます。

正し く 対処し た上で再度ラ イ ト コ マン ド を送信し、 確認し て く だ さい。

終了コー ドが1□の場合

上位通信エ ラーです。

コ マン ド送信後の動作表示LEDの状態と レスポンスの終了コー ド を確認し ます。

正し く 対処し た上で再度ラ イ ト コ マン ド を送信し、 確認し て く だ さい。

終了コー ドが7□の場合

CIDRWヘ ッ ド-IDタグ間の交信エ ラーです。

コ マン ド送信後の動作表示LEDの状態と レスポンスの終了コー ド を確認し ます。

正し く 対処し た上で再度ラ イ ト コ マン ド を送信し、 確認し て く だ さい。

RUN COMM NORM ERROR 主な確認ポイ ン ト

－

(RUNが消灯し ている場合は、 他の動作表示

LEDの状態は無関係)

・ 周囲ノ イズの影響 （設置位置の変更）

・ アンプユニ ッ ト の電源

上記 ２ 点を確認後も エラーを解決できない場合は、 アンプユ

ニ ッ ト が破損し ている可能性があ り ます。

RUN COMM NORM ERROR

終了コー ド 主な確認ポイ ン ト

14 コ マン ド のフ ォーマ ッ ト

（コ マン ド コー ド 、 ページ指定、 ア ド レス指定、 処理データ数など）

RUN COMM NORM ERROR

終了コー ド 主な確認ポイ ン ト

70 ・ CIDRWヘ ッ ド 周辺の ノ イズ環境(ノ イズ環境測定機能による周囲環境の確認)

・ 他のCIDRWヘ ッ ド との設置距離間隔

・ 周囲ノ イズの影響(設置位置の変更)

確認後もエ ラーを解決できない場合は、 アンプユニ ッ ト が破損し ている可能性があ り ます。

71 ・ IDタ グの書換え回数寿命(IDタ グの交換)

・ IDタ グの使用環境(想定外の使用によるIDタ グ破壊)

72 ・ CIDRWヘ ッ ド の接続

・ IDタ グ－CIDRWヘ ッ ド 間の設置距離

・ CIDRWヘ ッ ド 周辺の ノ イズ環境(ノ イズ環境測定機能による周囲環境の確認)

・ 他のCIDRWヘ ッ ド との設置距離間隔

7B ・ IDタ グ－CIDRWヘ ッ ド 間の設置距離

・ CIDRWヘ ッ ド 周辺の ノ イズ環境(ノ イズ環境測定機能による周囲環境の確認)

・ 他のCIDRWヘ ッ ド との設置距離間隔

・ 周囲ノ イズの影響 （設置位置の変更）

7E ・ 使用し ているIDタ グの形式/仕様

・ 使用し ているIDタ グの設定(ロ ッ ク、 など)

・ IDタ グの使用環境(想定外の使用によるIDタ グ破壊)7F

(1回点灯)

(1回点灯) (1回点灯)
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仕様 ・ 外形寸法

コ ン ト ローラ

形V700-L22

項目 仕様

電源電圧 DC24V +10％ -15％

消費電流 150mA以下(突入時は約10A以下)

周囲温度 動作時 ： 0～+40℃ 　 保存時 ： -15～+65℃(ただ し氷結なき こ と)

周囲湿度 動作時 ： 10～85％RH 　 保存時 ： 10～95％RH(ただ し結露なき こ と)

保護構造 IP20(IEC60529規格)

絶縁抵抗 電源端子一括と フ レームグラ ン ド端子間 　 50MΩ以上 （DC500V メ ガにて）

耐電圧 AC500V （50/60Hz、 １ 分間） 電源端子一括と フ レームグラ ン ド 端子間に印加し、 漏れ電流3.5mA以

下

耐振動 周波数10～150Hz 　 複振幅0.20mm 　 加速度15m/s2

上下、 前後、 左右各方向に1掃引8分間で10掃引

耐衝撃 150m/s2の衝撃を、 上下、 左右、 前後の各方向に3回、 計18回

接地 D種接地(従来の第3種接地)

ケース材質 SECC(塗装)

質量 約580g

(単位 ： mm)

取付穴加工寸法

電源表示灯

動作表示灯

(取付穴)
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101

アンプユニ ッ ト

形V640-HAM12

項目 仕様

電源電圧 DC24V +10％ -15％

消費電流 400mA以下

周囲温度 動作時 ： 0～+40℃ 　 保存時 ： -15～+65℃(ただ し氷結なき こ と)

周囲湿度 動作時 ・ 保存時 ： 35～85％RH(ただ し結露なき こ と)

保護構造 IP20(IEC60529規格)

絶縁抵抗 電源端子一括と フ レームグラ ン ド端子間 　 20MΩ以上 （DC100V メ ガにて）

耐電圧 AC1000V （50/60Hz、 １ 分間） 電源端子一括と フ レームグラ ン ド 端子間に印加し、 漏れ電流5mA以

下

耐振動 周波数10～150Hz 　 複振幅0.20mm 　 加速度15m/s2

上下、 前後、 左右各方向に1掃引8分間 　 10掃引

耐衝撃 150m/s2の衝撃を上下、 左右、 前後の各方向に3回、 計18回

接地 D種接地(従来の第3種接地)

ケース材質 SECC(塗装)

質量 約400g

DIPスイ ッ チ

(単位 ： mm)

取付穴加工寸法

(取付穴)

4-動作表示灯
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CIDRWヘ ッ ド

形V640-HS62

項目 仕様

発信周波数 134kHz

周囲温度 動作時 ： 0～+40℃ 　 保存時 ： -15～+65℃(ただ し氷結なき こ と)

周囲湿度 動作時 ・ 保存時 ： 35～85％RH(ただ し結露なき こ と)

保護構造 IP20(IEC60529規格)

絶縁抵抗 コネク タ端子一括と ケース間 　 20MΩ以上(DC100Vメ ガにて)

耐電圧 AC1000V （50/60Hz、 １ 分間） コネク タ端子一括と ケース間に印加し、 漏れ電流5mA以下

耐振動 周波数10～150Hz 　 複振幅0.20mm 　 加速度15m/s2

上下、 前後、 左右各方向に1掃引8分間 　 10掃引

耐衝撃 150m/s2の衝撃を上下、 左右、 前後の各方向に3回、 計18回

ケース材質 ABS/エポキシ樹脂充填

ステンレス取付け

質量 約100g

ケーブル長 1.9m

ケーブル仕様 φ3mm 同軸ケーブル

同軸ケーブル φ3.0， 長さ 1.9m

(単位 ： mm)

コネク タ
コ イル中心

(取付穴)

コ イル中心

取付穴加工寸法

フ ェ ラ イ ト コ ア
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リ ン クユニ ッ ト

形V700-L11

項目 仕様

電源電圧 DC24V +10％ -15％

消費電流 250mA以下(突入時は約10A)

周囲温度 動作時 ： 0～+40℃ 　 保存時 ： -15～+50℃(ただ し氷結なき こ と)

周囲湿度 動作時 ・ 保存時 ： 35～85％RH(ただ し結露なき こ と)

保護構造 IP20(IEC60529規格)

絶縁抵抗 電源端子一括と フ レームグラ ン ド端子間 　 50MΩ以上 （DC500V メ ガにて）

耐電圧 AC1000V （50/60Hz、 １ 分間） 電源端子一括と フ レームグラ ン ド 端子間に印加し、 漏れ電流5mA以

下

耐振動 周波数10～150Hz 　 複振幅0.20mm 　 加速度15m/s2上下、 前後、 左右各方向に1掃引8分間で10掃引

耐衝撃 150m/s2の衝撃を上下、 左右、 前後の各方向に3回、 計18回

接地 D種接地(従来の第3種接地）

ケース材質 PC/ABS樹脂

質量 約200g

(単位 ： mm)

取付穴加工寸法
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接続例

 SECSを使用する場合

上位機器とSECSプロ ト コルで通信できます。

上図のシステム構成では、CIDRWコ ン ト ローラ と直接接続し ているアンプユニ ッ ト がRS-232CからRS-

485への信号変換を行っています。 そのため、 CIDRWコ ン ト ローラ と直接接続し ているアンプユニ ッ ト

を外し た場合、 それ以外のアンプユニ ッ ト と CIDRW コ ン ト ローラは通信不可能と な り ます。 も し、 シ

ステム稼動状態において、 CIDRW コ ン ト ローラ と直接接続し ているアンプユニ ッ ト を取り外し たい場

合は、 下図のよ う にCIDRWコ ン ト ローラ と アンプユニ ッ ト 間に リ ン クユニ ッ ト 形V700-L11を挿入し て

お使い く だ さい。 なお、 両端のアンプユニ ッ ト を外す可能性がある場合は、 新し く 両端になるアンプ

ユニ ッ ト の終端抵抗をONに し て く だ さい。

IDタグからキャ リ アIDを

読出し た り、 書込んだ り

するアンテナ部です。

CIDRW ヘ ッ ド を 制御す

るユニ ッ ト です。31台ま

で接続可能です。

ホス ト 、装置コ ン ト

ローラ などです。

CIDRWヘ ッ ド

形V640-HS62

アンプユニ ッ ト

形V640-HAM12

CIDRWコ ン ト ローラ

形V700-L22

上位機器

上位機器からの命令

(SECS)によ り、 複数の

アンプユニ ッ ト を制御

し ます。

RS-232C

SECSⅠ/Ⅱ

RS-485

RS-232C

最大50m

リ ン クユニ ッ ト

形V700-L11

通電状態のまま、 対象のアンプユニ ッ ト だけ

を着脱可能

RS-232CRS-232C

SECSⅠ/Ⅱ

RS-485

最大31台まで接続可能です。

最大50m
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 SECSを使用し ない場合

上位機器とは、 オムロンオ リ ジナルのプロ ト コルで通信し ます。

CIDRWコ ン ト ローラは使用せずに、 アンプユニ ッ ト と上位機器を直接接続し ます。

上図のシステム構成では、CIDRWコ ン ト ローラ と直接接続し ているアンプユニ ッ ト がRS-232CからRS-

485への信号変換を行っています。 そのため、 CIDRWコ ン ト ローラ と直接接続し ているアンプユニ ッ ト

を外し た場合、 それ以外のアンプユニ ッ ト と CIDRW コ ン ト ローラは通信不可能と な り ます。 も し、 シ

ステム稼動状態において、 CIDRW コ ン ト ローラ と直接接続し ているアンプユニ ッ ト を取り外し たい場

合は、 下図のよ う にCIDRWコ ン ト ローラ と アンプユニ ッ ト 間に リ ン クユニ ッ ト 形V700-L11を挿入し て

お使い く だ さい。 なお、 両端のアンプユニ ッ ト を外す可能性がある場合は、 新し く 両端になるアンプ

ユニ ッ ト の終端抵抗をONに し て く だ さい。

ID タ グからキ ャ リ ア ID を

読出 し た り、 書込んだ り

するアンテナ部です。

CIDRWヘ ッ ド を制御する

ユニ ッ ト です。 31台まで

接続可能です。

ホス ト 、装置コ ン ト

ローラなどです。

CIDRWヘ ッ ド

形V640-HS62

アンプユニ ッ ト

形V640-HAM12

上位機器

RS-232C

(オムロンオ リ ジナルのプロ ト コル)

RS-485

最大50m

リ ン クユニ ッ ト

形V700-L11

RS-232C

(オムロンオ リ ジナルのプロ ト コル)

RS-485

通電状態のまま、 対象のアンプユニ ッ ト だけ

を着脱可能

最大31台まで接続可能です。

最大50m
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使用条件による特性データ

交信領域図(参考)

以下の交信領域 （交信距離） については、 参考値であ り保証できません。

交信領域図は、 ご使用になられますID タグ、 周囲金属、 ノ イズ環境、 温度の影響などによ り変化し ま

すので、 設置の際には十分に確認を行って く だ さい。

ID タグには方向性があ り ます。 方向によ っ て交信性能に差が生じ るため、 ID タ グのコ イルの向き を確

認し てお使い く ださい。

■ 同軸取付け(RI-TRP-DR2B)

リー ド

ラ イ ト

交信領域図(リ ー ド )

Y
軸

方
向

距
離

(m
m

)

X軸方向距離(mm)

測定ポイ ン ト

交信領域図(ラ イ ト )

Y
軸

方
向

距
離

(m
m

)

X軸方向距離(mm)

測定ポイ ン ト
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■ 同軸取付け(RI-TRP-DR2B)

リー ド

ラ イ ト

交信領域図(リ ー ド )

Y
軸

方
向

距
離

(m
m

)

Z軸方向距離(mm)

測定ポイ ン ト

交信領域図(ラ イ ト )

Y
軸

方
向

距
離

(m
m

)

Z軸方向距離(mm)

測定ポイ ン ト
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■ 平行取付け(RI-TRP-DR2B)

リー ド

ラ イ ト

交信領域図(リ ー ド )

Y
軸

方
向

距
離

(m
m

)

X軸方向距離(mm)

測定ポイ ン ト

交信領域図(ラ イ ト )

Y
軸

方
向

距
離

(m
m

)

X軸方向距離(mm)

測定ポイ ン ト
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■ 平行取付け(RI-TRP-DR2B)

リー ド

ラ イ ト

交信領域図(リ ー ド )

Y
軸

方
向

距
離

(m
m

)

Z軸方向距離(mm)

測定ポイ ン ト

交信領域図(ラ イ ト )

Y
軸

方
向

距
離

(m
m

)

Z軸方向距離(mm)

測定ポイ ン ト
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■ 垂直取付け(RI-TRP-DR2B)

リー ド

ラ イ ト

交信領域図(リー ド )

Y
軸

方
向

距
離

(m
m

)

X軸方向距離(mm)

測定ポイ ン ト

交信領域図(ラ イ ト )

Y
軸

方
向

距
離

(m
m

)

X軸方向距離(mm)

測定ポイ ン ト
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■ 垂直取付け(RI-TRP-DR2B)

リー ド

ラ イ ト

交信領域図(リー ド )

Y
軸

方
向

距
離

(m
m

)

Z軸方向距離(mm)

測定ポイ ン ト

交信領域図(ラ イ ト )

Y
軸

方
向

距
離

(m
m

)

Z軸方向距離(mm)

測定ポイ ン ト
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■ 同軸取付け(RI-TRP-WR2B)

リー ド

ラ イ ト

交信領域図(リー ド )

Y
軸

方
向

距
離

(m
m

)

X軸方向距離(mm)

測定ポイ ン ト

交信領域図(ラ イ ト )

Y
軸

方
向

距
離

(m
m

)

X軸方向距離(mm)

測定ポイ ン ト
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■ 同軸取付け(RI-TRP-WR2B)

リー ド

ラ イ ト

交信領域図(リー ド )

Y
軸

方
向

距
離

(m
m

)

Z軸方向距離(mm)

測定ポイ ン ト

交信領域図(ラ イ ト )

Y
軸

方
向

距
離

(m
m

)

Z軸方向距離(mm)

測定ポイ ン ト
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■ 平行取付け(RI-TRP-WR2B)

リー ド

ラ イ ト

交信領域図(リー ド )

Y
軸

方
向

距
離

(m
m

)

X軸方向距離(mm)

測定ポイ ン ト

交信領域図(ラ イ ト )

Y
軸

方
向

距
離

(m
m

)

X軸方向距離(mm)

測定ポイ ン ト
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■ 平行取付け(RI-TRP-WR2B)

リー ド

ラ イ ト

交信領域図(リー ド )

Y
軸

方
向

距
離

(m
m

)

Z軸方向距離(mm)

測定ポイ ン ト

交信領域図(ラ イ ト )

Y
軸

方
向

距
離

(m
m

)

Z軸方向距離(mm)

測定ポイ ン ト
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■ 垂直取付け(RI-TRP-WR2B)

リー ド

ラ イ ト

交信領域図(リー ド )

Y
軸

方
向

距
離

(m
m

)

X軸方向距離(mm)

測定ポイ ン ト

交信領域図(ラ イ ト )

Y
軸

方
向

距
離

(m
m

)

X軸方向距離(mm)

測定ポイ ン ト
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■ 垂直取付け(RI-TRP-WR2B)

リー ド

ラ イ ト

交信領域図(リー ド )

Y
軸

方
向

距
離

(m
m

)

Z軸方向距離(mm)

測定ポイ ン ト

交信領域図(ラ イ ト )

Y
軸

方
向

距
離

(m
m

)

Z軸方向距離(mm)

測定ポイ ン ト
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CIDRWヘ ッ ドの設置間隔(参考)

■ 同時処理し ない場合
隣接し たCIDRWヘ ッ ド で同時にID タグ との交信を行わない場合、 CIDRWヘ ッ ド間は0.1m以上の間隔を

確保し て く だ さい。

■ 同時処理する場合

独立し たCIDRWシステムに接続されたCIDRWヘ ッ ドが接近し て設置された場合には、 ヘ ッ ドが同時に

コ マン ド処理する と、 ヘ ッ ド 間の相互干渉によ り誤動作が発生する こ とがあ り ます。 このよ う な場合、

以下に示す距離を確保し てCIDRWヘ ッ ド を設置し て く だ さい。

■ 同軸設置する場合

■ 平行設置する場合

■ 対向設置する場合

アンテナ間の距離と交信距離変化率 ( 参考 )

アンテナ同士の距離 交信距離の変化

2000mm 100%

1600mm 99%

1400mm 96%

1200mm 89%

1000mm 69%

800mm 51%

600mm 30%

400mm 16%

200mm 5%

2m以上

2m以上

2m以上
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周囲金属の影響(参考)

CIDRWヘ ッ ドは、 天板(金属体)の隙間から交信する こ と も可能です。

ただ し、 CIDRWヘ ッ ド と金属体の距離は、 それぞれ下記の値以上、 確保し て く だ さい。 確保し ない場

合、 交信距離が大幅に低下し ます。

金属体(材質:AL、 SUS)

(厚さ:1mm)

V640-HS62
CIDRW HEAD

MADE IN JAPAN

20mm以上

20mm以上

30mm以上

30mm以上

金属体(材質:AL、 SUS)
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交信時間

システム設計をする際、 SECSを使用する ・ し ないに関わらず、 上位機器と アンプユニ ッ ト の間で処理

に必要な時間を考慮し て く だ さい。

交信時間計算式(単位:ms)

リ ー ド ： 150.5  x  (ページ数) + 6.1

ラ イ ト 、 同一ラ イ ト ： 468.6  x  (ページ数) + 80.3

バイ ト ラ イ ト ： 468.6  x  (バイ ト 数/8) + 229.9

TAT計算式(単位:ms)

TAT＝コ マン ド と レスポンスの伝送時間＋交信時間

コ マン ド と レスポンスの伝送時間は、 伝送文字数と通信条件の設定によ り変わり ます。

この計算式は上位機器がコ マン ドの文字間隔を空ける こ と な く 、 連続し て送信する場合です。

TAT計算例

コ マン ド文字数 ： A、 レスポンス文字数 ： B

通信設定 ： 9600bps、 データ長8ビ ッ ト 、 パリ テ ィ な し、 ス ト ッ プビ ッ ト 1ビ ッ ト

時間 説明

交信時間 IDタ グとCIDRWヘ ッ ド 間の交信に必要な時間です。

TAT 上位機器から見てアンプユニ ッ ト が処理するのに必要な時間です。

上位機器

アンプユニ ッ ト

コ マン ド レスポンス

交信時間

TAT

切上げ

伝送時間(ms)=
1文字当た りのビ ッ ト 数(ビ ッ ト )

通信速度(bps)
×コ マン ド と レスポンスの合計文字数

TAT(ms)=
10

9600
×(A+B) 　 + 　 交信時間(ms)
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IDタグ とCIDRWヘ ッ ド との交信時間、 TAT(通信速度9600bpsの場合)のグラ フは以下のとおり です。

ただ し、 使用状況によ って、 交信時間、 TATが大幅に増加する可能性があ り ます。 あらかじめご了承

く ださい。

リ ー ド

処理ページ数

交信時間

TAT(9600bps)

交
信

時
間

(m
s)

交
信

時
間

(m
s)

ラ イ ト (同一ラ イ ト )

処理ページ数

交信時間

TAT(9600bps)

6APPEND.FM  121 ページ  ２００９年５月１９日　火曜日　午前１０時３８分



122

第
 6

 章
使

用
条

件
に

よ
る

特
性

デ
ー

タ

CIDRW システム
ユーザーズマニュ アル

第6章
付 　  録

交
信

時
間

(m
s)

バイ ト ラ イ ト

交信時間

TAT(9600bps)

処理バイ ト 数
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ノ イズと交信距離の関係

ノ イズ測定機能を使用し、 測定した結果と交信距離の相関図は下図のグラ フのよ う にな り ます。

設置時は、 ノ イズレベルが 「10」 以下になるよ う に、 CIDRWヘ ッ ド の周囲金属や電源ノ イズ、 空間 ノ

イズなどへの対策を実施し て く だ さい。

ノ イズ測定コマン ド(SECSを使用し ない場合のみ) p.85

ノ イズ

交
信

距
離

(m
m

)

ノ イズレベルと交信距離の関係(参考値)
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IDタグのメ モ リ マ ッ プ

CIDRWコ ン ト ローラ を使用する場合は、 必ずデータ セグ メ ン ト の設定を行って く だ さい。

p.49

・ キャ リ アIDのメ モ リ エ リ アは、 ページ1からの固定と な り ます。

・ 表中の00h～87hは、 ア ド レスを示し ています。

・ RI-TRP-WR2Bのメ モ リ容量は136バイ ト にな り ます。

・ RI-TRP-WR2Bのメ モ リ容量は8バイ ト にな り ます。

ページ 8バイ ト /1ページ

1 00h 01h 02h 03h 04h 05h 06h 07h

2 08h 09h 0Ah 0Bh 0Ch 0Dh 0Eh 0Fh

3 10h 11h 12h 13h 14h 15h 16h 17h

4 18h 19h 1Ah 1Bh 1Ch 1Dh 1Eh 1Fh

5 20h 21h ･･･ ･･･ 27h

6 28h 29h ･･･ ･･･ 2Fh

7 30h 31h ･･･ ･･･ 37h

8

9 :

10 : :

11 :

12

13

14 68h 69h ･･･ ･･･ 6Fh

15 70h 71h ･･･ ･･･ 77h

16 78h 79h ･･･ ･･･ 7Fh

17 80h 81h ･･･ ･･･ 87h

DATASEG LENGTH

キャ リ ア

ID

16

"S01" 8

"S02" 8

"S03" 8

"S04" 8

"S05" 8

"S06" 8

"S07" 8

"S08" 8

"S09" 8

"S10" 8

"S11" 8

"S12" 8

"S13" 8

"S14" 8

"S15" 8

キャ リ アID

(16byte)

データ領域

(計120byte)

■RI-TRP-DR2B
IDタ グの メ モ リ マ ッ プ

データ セグ メ ン ト の

設定例

■RI-TRP-WR2B
IDタ グの メ モ リ マ ッ プ

データ セグ メ ン ト の

設定例

ページ 8バイ ト /1ページ

1 00h 01h 02h 03h 04h 05h 06h 07h

DATASEG LENGTH

キャ リ アID 8

キャ リ アID

(8byte)
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点 　 検

CIDRWシステムの機能を最良の状態でご使用いただ く ため、 日常あるいは定期的な点検が必要です。

点検項目 点検内容 判定基準 必要な備品

電源電圧変動 電源端子台で判定し基準内である こ と 電源電圧の仕様範囲内である こ と テス タ

頻繁な瞬時停電や急激な電圧の昇降はな

いか

電圧変動範囲内である こ と 電源アナラ イザ

周囲環境 温度 仕様の範囲内か 仕様の範囲内である こ と 最高低音温度計

湿度計湿度

振動 ・ 衝撃 機械から振動や衝撃が伝わっ ていないか

じん埃 じん埃や異物が付着、 推積し ていないか ないこ と

腐食性ガス 金属部の変色や腐食はないか

入出力用電源 電圧変動 各入出力部の端子台で測定し、 基準内で

あるか

仕様の範囲内である こ と テス タ

オシロス コープリ ッ プル

取付け状態 各装置はし っかり固定されているか ゆるみのないこ と －

各コネク タ類は完全に挿入されているか ロ ッ ク、 ねじ締めができている こ と

端子台のねじはゆるんでいないか ゆるみのないこ と

配線は切れかかっていないか 切れかかっていないこ と

D種接地(従来の第3種接地)されているか D種接地(従来の第3種接地)されている こ

と
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SECSプロ ト コル仕様

本製品を使用する う えで必要なCIDRWに関するSEMIス タ ンダー ドの概要を記載し ます。 ただし、 SEMIス タ ン

ダー ドの内容については改定が実施される可能性もあ り ますので、必ず、SEMIス タ ンダー ド を参照 く だ さい。

・ SEMI E99 THE CARRIER ID READER/WRITER FUNCTIONAL STANDARD

・ SEMI E5 EQUIPMENT COMMUNICATION STANDARD 2 MESSAGE CONTENT (SECSⅡ)

・ SEMI E4 EQUIPMENT COMMUNICATION STANDARD 1 MESSAGE TRANSFER (SECSⅠ)

動作モデル

CIDRWコ ン ト ローラのモー ド スイ ッ チを 「0」 に設定し てシステムを起動し ます。 本システムは起動時

にシステムの初期処理を行った後、 E99に定義された状態モデルに準拠し て動作し ます。

CIDRW 状態モデル

Operational ステータ ス オペレーテ ィ ング オペレーテ ィ ングモー ド で動作中

IDLE すべてのヘ ッ ド において何も処理が行われていない状態

BUSY いずれかのヘ ッ ド において処理が行われている状態

メ ンテナンス メ ンテナンスモー ド で動作中

※ホス ト からのステー ト 変更によ り遷移し ます。

ア ラームステー タ ス アラームな し CIDRWコ ン ト ローラ、 および接続されている全ヘ ッ ド においてア ラームが

ま った く 発生し ていない状態

アラームあ り ア ラームが発生し ている状態

・ 初期処理のヘ ッ ド 検出処理において、 異常な状態のヘ ッ ド を検出し た場合、

またはヘ ッ ド を １ 台も検出できなかった場合。 （再起動されて、 ヘ ッ ド の接

続が正常になるまで解除されません。）

・ IDタ グ との通信処理において、 ヘ ッ ド の異常を検出し た場合。 (その後の処

理において、 異常解除が確認できた場合に自動復旧し ます。）

・ CIDRWコ ン ト ローラの内部エ ラー発生時

初期状態

(INITIALIZING)

起動後の内部初期化／ヘ ッ ド 検出などの処理中で、 CIDRWシステムと し て機能でき るまでの状態

CIDRW ヘ ッ ド状態モデル

Operational ステータ ス オペレーテ ィ ング ヘ ッ ド が正常に動作し ている状態

IDLE 何も処理が行われていない状態

BUSY 処理が行われている状態

非オペレーテ ィ ング ヘ ッ ド （IDRWヘ ッ ド 、 リ ン クユニ ッ ト ） の確認が必要な状態

(CIDRWのア ラームステータ スは、 ア ラームあ り状態と な り ます。 )
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プロ ト コル仕様

キャ ラ ク タ構造

ス ター ト ビ ッ ト (1)＋データ ビ ッ ト (8)＋ス ト ッ プビ ッ ト (1)

＊SEMI E4準拠

プロ ト コルパラ メ ータ

2重ブロ ッ ク検出

直前に受信し た正しいブロ ッ ク と、現在受信したブロ ッ クのヘ ッ ダを比較し て、2重ブロ ッ クの検出を

行います。 行う/行わないの設定は設定モー ド で指定し ます。

マルチブロ ッ ク

受信側と し てマルチブロ ッ ク をサポー ト し ます。 （最大128ブロ ッ ク）

送信側と し てマルチブロ ッ ク を使用し ます。

メ ッ セージサイズ

受信可能な メ ッ セージサイズの最大値は32kバイ ト です。

イ ン ターリービング

受信側と し てイ ン ターリービング ・ ブロ ッ ク イ ン ター リービングをサポー ト し ます。

また、 送信側と し てイ ン ターリービング ・ ブロ ッ ク イ ン ター リービングを使用し ます。

同時オープン ト ラ ンザクシ ョ ンは、 最大16個です。 最大数を超えた場合、 SxF0 （アボー ト ト ラ ンザク

シ ョ ン） を送信し ます。

デバイスID

使用するデバイスIDの数は １ つです。 デバイスIDは設定モー ド で指定し ます。

ブロ ッ ク番号

シングルブロ ッ ク時のブロ ッ ク番号は1または0です。 マルチブロ ッ ク時は1～128を使用し ます。 シン

グルブロ ッ ク時のブロ ッ ク番号は設定モー ド で指定し ます。

システムバイ ト の取扱い

システムバイ ト は、 ソースID＋ ト ラ ンザク シ ョ ンID の構成です。

ソースIDは固定値で、 設定モー ド で指定し ます。

ト ラ ンザクシ ョ ンIDは初期値=1、最大値0xFFFFであ り、1次メ ッ セージ送信ご とにイ ン ク リ メ ン ト され

ます。

記号 名称 工場出荷時の設定 設定範囲 設定単位

BAUD 通信速度 9600 1200,2400,4800,9600,19200,38400,57600,115200 -

DEVID デバイスID 0 0～32767 1

T1 キャ ラ ク タ間タ イムアウ ト 0.5s 0.1～10s 0.1s

T2 プロ ト コルタ イムアウ ト 10s 0.2～25s 0.2s

T3 返信タ イムアウ ト 45s 1～120s 1s

T4 ブロ ッ ク間タ イムアウ ト 45s 1～120s 1s

RTY リ ト ラ イ リ ミ ッ ト 3 0～31 1

M/S マス タ／スレーブ M M ： マス タ

S ： スレーブ

-
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ス ト ーリ ング

内部バッ フ ァ フルなどのためにBUSY状態になった場合のス ト ーリ ング方法は、 「NAK送信」 です。

タ イムアウ ト 検出時の処理

T3、 T4タ イムアウ ト 時、 S9F9メ ッ セージにて タ イムアウ ト を通知し ます。

SECSパラ メ ータ
項目 工場出荷時の設定 範囲 設定単位

2重ブロ ッ ク検出有無 1 1:直前に受信し た正し いブロ ッ ク と、 現在受信し たブロ ッ

クのヘ ッ ダを比較し て、 2重ブロ ッ クの検出を行います。

0:2重ブロ ッ ク検出を行いません。

-

ソースID 0 0～32767 1

シングルブロ ッ クNo. 1 0,1 -
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サポー ト ア ト リ ビ ュー ト

CIDRW ア ト リ ビ ュー ト 定義

ア ト リ ビ ュー ト 名 説明 アク セス 要求 フ ォーマ ッ ト および実装

基本 コ ン フ ィ ギュ レーシ ョ ン

"Configuration"

CIDRWヘ ッ ド 数 RO Y 20 　 "00"-"31"

システム電源投入時に接続されて

いるヘ ッ ド 数 （自動認識）

ア ラームステータ ス

"AlarmStatus"

現CIDRWにおけるア ラーム

のサブステー ト

RO Y 20

"0"＝アラームな し

"1"＝アラーム発生

オペレーシ ョ ン ・ ステー

タ ス

"OperationalStatus"

現CIDRWにおけるオペレー

シ ョ ンのサブステー ト

RO Y 20

　 "IDLE"

　 "BUSY"

　 "MANT"

ソ フ ト ウエアレビジ ョ ン

レベル

"SoftwareRevisionLevel"

ソ フ ト ウエア ・ レ ビジ ョ ン

（バージ ョ ン）

RO Y 20 　 6byte

“VVV.RR"

(VVV=バージ ョ ン､RR=リ ビジ ョ ン)

キャ リ アIDオフセ ッ ト

"CarrierIDOffset"

タグにおけるキャ リ アIDの

先頭バイ ト からのオフセ ッ

ト 位置

RW N 20 　 00-15

ただ し

(CarrierIDOffset＋CarrierIDLength)≦16

キャ リ アID長

"CarrierIDLength"

キャ リ アIDのバイ ト 数

(キャ リ アIDに非表示ASCII

文字が含まれる場合は

CIDRWは上位コ ン ト ローラ

にエ ラーを返信する)

RW N 20 　 01-16

ただ し

(CarrierIDOffset＋CarrierIDLength)≦16

オプシ ョ ン イ ンス ト ール日付

"DateInstalled

サブシステムがイ ンス ト

ールされた日付

RW N 20 　 8byte

出荷時はすべて" "(スペース)

デバイス タ イ プ

"DeviceType"

CIDRかCIDRWの区分 RO N 20 　 5byte

"CIDRW"

ハー ド ウエアレビジ ョ ン

レベル

"HardwareRevisionLevel"

ハー ド ウエアのレ ビジ ョ

ン番号

RO N 20 　 6byte

"VVV.RR"

(VVV=バージ ョ ン､RR=リ ビジ ョ ン)

メ ンテナンスデータ

"MaintenanceData"

サプ ラ イヤー依存 RW N 20 　 80byte

出荷時はすべて" "(スペース)

メ ーカ

"Manufacturer"

メ ーカの名前またはID RO N 20 　 17byte

"OMRON Corporation"

モデル番号

"ModelNumber"

メ ーカによるモデル名 RO N 20 　 6byte

"L22 　 "

シ リ アル番号

"SerialNumber"

システムシ リ アル番号 RO N 20 　 最大20byte

(本装置では未サポー ト )
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Reader/Writer ヘ ッ ド ア ト リ ビ ュー ト 定義

ア ト リ ビ ュー ト 名 説明 アク セス 要求 フ ォーマ ッ ト および実装

基本 ヘ ッ ド ステータ ス

"HeadStatus"

現在の状態 RO Y 20

"IDLE"

"BUSY"

"NOOP"

ヘ ッ ド ID

"HeadID"

ヘ ッ ド 番号1-31 RO Y

(multi)

20

"01"-"31"

("00"はCIDRW自身のため、 使用

不可)

オプシ ョ ン サイ クル

"Cycles"

読込み ・ 書込みを行った回

数

RO N 54 (符号な し4byte整数)

(本装置では未サポー ト )

ヘ ッ ド 状態

"HeadCondition"

メ ンテナンス状態 RO N 20

"NO" ： ア ラームな し

"NM" ： 正常に動作できず、 メ ン

テナンスが必要な状態

"RW" ： 読込み ・ 書込みエ ラー

"RT" ： 読込み ・ 書込みエ ラー割

合

(本装置では未サポー ト )

"NP" ： 電源供給や接続異常の状

態

ヘ ッ ド イ ンス ト ール日付

"HeadDateInstalled"

ヘ ッ ド がイ ンス ト ールされ

た日付

RO N 20 　 "YYYYMMDD"

(本装置では未サポー ト )

ヘ ッ ド メ ンテナンスデー

タ

"HeadMaintenanceData"

サプ ラ イヤー依存 N N 20

(本装置では未サポー ト )
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JIS8単位コー ド表(ASCIIコー ド表)

上位桁

下位桁

b8～b5 0000 1001 0010 0011 0100 0101 0110 0111 1000 1101 1010 1011 1100 1101 1110 1111

b4～b1
列

行
0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15

0000 0 NUL TC7(DLE) (SP) 0 @ P ` p 未定義 － タ ミ

0001 1 TC1(SOH) DC1 ! 1 A Q a q 。 ア チ ム

0010 2 TC2(STX) DC2 " 2 B R b r 「 イ ツ メ

0011 3 TC3(ETX) DC3 # 3 C S c s 」 ウ テ モ

0100 4 TC4(EOT) DC4 $ 4 D T d t 、 エ ト ヤ

0101 5 TC5(NEQ) TC8(NAK) % 5 E U e u . オ ナ ユ

0110 6 TC6(ACK) TC9(SYN) & 6 F V f v ヲ カ ニ ヨ

0111 7 BEL TC10(ETB) ' 7 G W g w ァ キ ヌ ラ

1000 5 FE0(BS) CAN ( 8 H X h x ｨ ク ネ リ

1001 9 FE1(HT) EM ) 9 I Y i y ｩ ケ ノ ル

1010 10 FE2(LF) SUB * : J Z j z ｪ コ ハ レ

1011 11 FE3(VT) ESC + ; K [ k { ｫ サ ヒ ロ

1100 12 FE4(FF) IS4(FS) , < L \ l | ｬ シ フ ワ

1101 13 FE5(CR) IS3(GS) - = M ] m } ｭ ス ヘ ン

1110 14 S0 IS2(RS) . > N ^ n ￣ ｮ セ ホ ゛

1111 15 S1 IS1(US) / ? O ＿ o DEL ｯ ソ マ °

未

定

義

未

定

義

未

定

義

未

定

義
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保護構造について

IP-□□は、下記テス ト 法による ものであ り、実使用環境・使用条件によるシール性は事前にご確認 く だ さい。

IPとは、 保護特性記号(International Protection)です。

■ IEC(International Electrotechnical Commission ： 国際電気標準会議) 

規格(IEC60529 ： 1989-11)

(A) 「第1記号」 個体異物に対する保護等級

(B) 「第2記号」 水の侵入に対する保護等級

等級 保護の程度

0 保護な し

1 直径50mm以上の固形物体 （手など） が内部に侵入し ない。

2 直径12.5mm以上の固形物体 （指など） が内部に侵入し ない。

3 直径2.5mm以上のワイヤーや固形物体が内部に侵入し ない。

4 直径1mm以上のワイヤーや固形物体が内部に侵入し ない。

5 機器の正常な動作に支障を きた し た り、 安全を損な う 程の量の粉塵が内部に侵入し ない。

6 粉塵が内部に侵入し ない。

等級 保護の程度 試験法概要(真水を使用して試験する)

0 特に保護な し 水の浸入に対し て特には保護

されていない。

試験な し

1 水の滴下に対する保護 鉛直から落ちて く る滴下する

水によ っ て有害な影響を受け

ない。

滴水試験装置にて鉛直滴

下を10分間散水する。

2 水の滴下に対する保護 鉛直から15°以内からの滴下

する水によ っ て有害な影響を

受けない。

滴水試験装置にて15°傾

けて設置し、 10分間 （各

方向25分間） 散水する。

3 散水に対する保護 鉛直から60°以内からの散水

によ っ て有害な影響を受けな

い。

右図のテス ト 装置にて、

鉛直方向から両側に60°

までの角度で10分間散水

する。

各散水孔当り
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4 水の飛沫に対する保護 いかなる方向からの水の飛沫

によ っ て も有害な影響を受け

ない。

右図のテス ト 装置にて、

あらゆる方向から、 10分

間散水する。

5 噴流水に対する保護 いかなる方向からの水の直接

噴流によ って も有害な影響を

受けない。

右図のテス ト 装置にて、

あらゆる方向から外被表

面積1m2当り1分間、 のべ

少な く と も3分間以上散水

する。

6 暴噴流に対する保護 いかなる方向からの水の強い

直接噴流によ っ ても水が浸入

し ない。

右図のテス ト 装置にて、

あらゆる方向から外被表

面積1m2当り1分間、 のべ

少な く と も3分間以上散水

する。

7 水中への浸漬に対する保護 規定の圧力、 時間で水中に没

し て も水が浸入し ない。

水深1m （機器の高さが

850mmよ り低い場合） に

30分間没する。

8 水没に対する保護 常時水中に没し て使用でき

る。

メ ーカー と機器の使用者

間の取り決めによる。

等級 保護の程度 試験法概要(真水を使用して試験する)

各散水孔当り

放出部 ノ ズル径:φ6.3

放出部 ノ ズル径:φ12.5
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